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元気いっぱい、感動いっぱい、友達いっぱい !   踏みだそう最初の一歩「オープン・ザ・ドア !」

国立妙高青少年自然の家

特集Ⅰ

特集Ⅱ

国立妙高青少年自然の家
～もうすぐ二十歳～

妙高ジュニアアドベンチャー2010
～この夏 出会える 新しい自分～

特色ある実践校
MYOKO活動プログラム体験会
MYOKOのひみつ～職員紹介

い
い
日
常
が

こ
こ
に
あ
る
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国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
も
う
す
ぐ

20
歳

さ
て
突
然
で
す
が
、
当
時
の
妙
高
村
（
現
：
妙
高
市
）
が
「
少
年
自
然
の
家
」
設
置
の
誘
致
に
動
き
始
め
た
の
は
い
つ

頃
だ
と
思
い
ま
す
か
？

正
解
は
、「
昭
和
五
十
二
年
一
月
」
で
す
。
当
時
の
上
越
支
庁
長
と
妙
高
村
長
で
誘
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
時
を
起
点
と
し
て
、
文
部
省
（
当
時
）
の
学
制
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
国
立
第
十
四
少
年
自
然
の
家
を
新

潟
県
中
頸
城
郡
妙
高
村
（
現
：
妙
高
市
）
に
設
置
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
の
は
「
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
」
の
こ
と
で
し
た
。

 「
昭
和
六
十
年
一
月
」
に
建
設
の
調
査
が
入
り
、本
館
の
基
礎
工
事
が
開
始
し
た
の
は
「
昭
和
六
十
三
年
十
月
」
で
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
場
、ス
バ
ル
ホ
ー
ル
を
除
く
す
べ
て
の
建
物
が
完
成
し
た
の
は
工
事
開
始
か
ら
何
と
四
年
の
歳
月
を
か
け
た
「
平

成
三
年
十
月
」
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
年
の
四
月
十
二
日
に
「
国
立
妙
高
少
年
自
然
の
家
（
当

時
）
機
関
設
置
」
が
さ
れ
、
初
代
所
長
五
十
川
隆
夫
氏
を
は
じ
め
、

十
二
名
の
職
員
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
最
初
の
主

催
事
業
は
「
平
成
三
年
度 

雪
国
生
活
体
験
倶
楽
部
」
で
し
た
。
平

成
三
年
十
二
月
二
十
五
日
（
水
）
か
ら
十
二
月
二
十
八
日
（
土
）
の

三
泊
四
日
で
六
十
三
名
の
方
が
参
加
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
年
に
「
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
イ
ン
妙
高
」
な
ど
の
事
業
が

行
わ
れ
、
十
月
十
二
日
に
は
「
開
所
式
」
が
挙
行
さ
れ
、
名
実
と

も
に
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
は
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。
こ
の
年

に
は
他
に
主
催
事
業
は
七
つ
開
催
し
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
普
及
・

発
信
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
年
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
工
事

が
始
ま
り
ま
し
た
。

開　

所　

前

平
成
３
年
度

平
成
４
年
度

国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
は
、
平
成
三
年
に
開
所
し
て
以
来
、
平
成
二
十
三
年
で
、
お
陰
様
で
創
立
二
十
周
年
を
無
事
に
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
日
の
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
が
あ
る
の
も
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
の
賜
物
で
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
が
開
所
し
て
か
ら
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、

今
ま
で
の
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
の
歩
み
を
み
な
さ
ん
と
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

簡
単
に
「
二
十
周
年
」
と
い
い
ま
す
が
、
「
二
十
周
年
」
を
迎
え
る
ま
で
に
は
様
々
な
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
本
校
に
と
っ
て
も
初
の
試
み
と
な
る
『
妙
高
長
期
宿
泊
体
験
修

学
旅
行
（
４
泊
５
日
）』
を
６
月
25
日
か
ら
６
月
29
日
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
実
施
後
の
率

直
な
感
想
と
し
て
は
、
予
想
し
て
い
た
以
上
に
子
ど
も
た
ち
が
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
、
４
泊
５
日
の
長
期
宿
泊
体
験
修
学
旅
行
に
教
育
的
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

４
泊
５
日
の
生
活
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
最
も
高
め
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
た
も
の
、
そ

れ
は
『
自
己
有
用
感
』
で
す
。
と
も
す
る
と
、
自
分
と
他
人
と
を
比
べ
、
自
信
を
も
っ
て
自
己

を
表
現
す
る
こ
と
を
躊
躇
し
て
し
ま
う
子
も
少
な
く
な
い
思
春
期
の
入
口
に
い
る
６
年
生
の
子

ど
も
た
ち
。
こ
の
時
期
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
『
自
己
有
用
感
』
は
、
人
と
人
と
の
関
係
の

中
で
自
己
を
表
現
し
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
上
で
の
土
台
と
な
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
の
子
ど
も
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
自
己
及
び
友
達
と
の
関
係
を
し
っ

か
り
と
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
見
つ
め
る
意
味
が
あ
る
と
考
え
、
本
校
で
は
６
年
生
で
の

実
施
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

４
泊
５
日
、
親
元
を
遠
く
離
れ
、
友
達
と
共
に
生
活
す
る
と
い
う
『
不
安
・
緊
張
』。
２
泊
３

日
ま
で
の
経
験
し
か
な
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
２
泊
目
以
降
は
未
知
の
領
域
。『
あ
り
の
ま

ま
の
自
分
』
と
『
あ
り
の
ま
ま
の
友
達
』
と
の
間
で
、
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
生
活
す
る
経

験
は
、
多
く
の
葛
藤
を
生
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
毎
日
の
振
り
返
り
の
時
間
に
は
、
そ
の
葛
藤

を
言
葉
に
し
て
友
達
と
共
有
し
ま
し
た
。
こ
の
振
り
返
り
こ
そ
が
４
泊
５
日
で
最
も
大
切
に
し

た
時
間
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
と
っ
て
、
学
級
全
体
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
充
実

し
た
時
間
で
し
た
。
日
を
追
う
ご
と
に
友
達
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
増
え
、
学
級
の
雰
囲
気
が
ホ

カ
ホ
カ
と
し
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
振
り
返
り
の
背
景
と
な
っ
た
も
の
は
、
や
は
り
充
実
し
た
活
動
で
す
。

都
市
部
で
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、「
源
流
探
検
」「
野
外
炊
飯
」「
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
」
等
々
、
自
然
豊
か
な
環
境
で
活
動
す
る
こ
と
自
体
が
驚
き
と
発
見
の
連
続
で
あ
り
、

楽
し
く
て
仕
方
の
な
い
毎
日
で
し
た
。
加
え
て
、
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
で
の
全
て
の
活

「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
」と

「
あ
り
の
ま
ま
の
友
達
」を
見
つ
め
た

妙
高
で
の
日
々

神奈川県横浜市立旭小学校　
教諭（６年生担任）　
清野　 正康



平
成
五
年
に
は
、「
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
イ
ン
妙
高
」
が
「
Ｍ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
音
楽
祭
」

と
な
り
平
成
九
年
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
バ
ル
ホ
ー
ル
、
第
二
駐
車
場
の
工

事
が
開
始
と
な
り
平
成
六
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
平
成
七
年
に
は
第
二
野
外
炊
事
場
が

完
成
し
、
坪
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
八
年
に
は
、
ふ
れ
あ

い
棟
の
工
事
が
始
ま
り
、
参
議
院
文
教
委
員
会
の
視
察
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
年
に
は
、
ふ
れ
あ
い
棟
完
成
、
仲
間
づ
く
り
の
森
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
）
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
妙
高
・
キ
ッ

ズ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が
始
ま
り
多
く
の
小
学
生
た
ち
が
一
週
間
以
上
の
長
期
宿
泊
体

験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

七
月
に
は
、「
国
際
青
年
の
村
’98
」
が
自
然
の
家
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
た
め
、

紀
宮
様
が
活
動
の
御
視
察
に
お
成
り
に
な
り
ま
し
た
。

主
催
事
業
と
し
て
は
、「
妙
高
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
」、「
Ｍ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
音
楽
祭
」
が
「
Ｍ

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
光
と
風
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
な
り
、「
自
然
体
験
活
動
担
当
教
員
研
修
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
に
は
、「
妙
高
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
」
が
「
は
つ
ら
つ
体
験
塾
」
と
名

称
が
か
わ
り
、
今
現
在
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 「
妙
高
自
然
の
家
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
」、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

指
導
者
講
習
会
」
な
ど
の
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
に
は
、「
自
然
体
験
活
動
担
当
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
研
修
会
」、「
野
外

教
育
企
画
担
当
者
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
自
然
体
験
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
、

技
術
な
ど
を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

三
月
に
は
、
プ
レ
イ
ホ
ー
ル
に
「
室
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が
完
成

し
、
炭
焼
き
広
場
を
開
設
し
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
可
能
に
な
り
幅
が
ま
す
ま
す
広

が
り
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
、
文
部
科
学
省
か
ら
、
国
立
青
少
年
教
育
三
施
設

が
独
立
行
政
法
人
に
移
行
し
、
こ
こ
の
名
称
も
「
独
立
行
政
法
人
国
立
少
年
自
然
の
家

国
立
妙
高
少
年
自
然
の
家
」
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
七
月
十
三
日
に
利
用

者
数
延
べ
百
万
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
年
で
開
所
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
方
々

に
祝
福
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
５
〜
８
年
度

平
成
９
年
度

平
成
10
年
度

平
成
11
年
度

平
成
12
年
度

平
成
13
年
度

動
の
根
底
に
は
『
思
い
や
り
の
リ
レ
ー
』
の
精
神
が
流
れ
て
い
ま
す
。「
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間

へ
の
思
い
や
り
」、「
次
に
そ
の
活
動
を
す
る
人
へ
の
思
い
や
り
」
等
々
、
常
に
『
思
い
や
り
の

リ
レ
ー
』
を
合
言
葉
に
過
ご
し
た
４
泊
５
日
は
、
子
ど
の
た
ち
の
優
し
さ
を
十
分
に
引
き
出
し
、

実
践
へ
と
促
し
て
く
れ
ま
し
た
。
学
校
に
帰
っ
て
き
た
と
き
の
子
ど
も
た
ち
は
、
疲
れ
て
は
い

た
も
の
の
、
何
か
を
や
り
遂
げ
た
清
々
し
い
表
情
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

本
校
に
と
っ
て
、
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
で
の
生
活
は
、
ね
ら
い
通
り
に
子
ど
も
た
ち

の
心
を
十
分
に
耕
し
、『
自
己
有
用
感
』
に
つ
な
が
る
経
験
を
積
む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

計
画
か
ら
実
施
ま
で
親
身
に
な
っ
て
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
職
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。

大
学
で
野
外
運
動
を
専
攻
し
、
同
時
に
未
熟
な
が
ら
も
競
技
ス
キ
ー
部
で
活
動
し
た
。
そ
の

時
か
ら
妙
高
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
と
の
関
わ
り
が
始
ま
っ
た
。
ス
キ
ー
部
の
合
宿
が
夏
冬
と
も

妙
高
で
多
く
実
施
さ
れ
、
特
に
夏
の
池
ノ
平
か
ら
野
尻
湖
を
一
周
し
池
ノ
平
に
戻
っ
て
く
る
30

㎞
以
上
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
今
で
も
忘
れ
な
い
。
フ
ラ
フ
ラ
な
私
に
監
督
が
給
水
を
渡
す
と
き
の

励
ま
し
と
笑
顔
、
そ
し
て
背
景
の
妙
高
の
自
然
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

１
９
８
０
年
代
後
半
の
秋
、
野
外
運
動
研
究
室
で
先
生
方
や
大
学
院
生
が
国
立
の
少
年
自
然

の
家
に
併
設
さ
れ
る
キ
ャ
ン
プ
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
が
「
妙

高
」
だ
と
知
り
「
夏
も
冬
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
体
験
活
動
が
で
き
る
妙
高
な
ん
て
最
高
だ

な
・
・
・
」
と
い
つ
し
か
妙
高
で
活
動
し
働
い
て
み
た
い
と
い
う
期
待
と
夢
を
持
っ
た
こ
と
を

思
い
出
す
。
そ
の
約
10
年
後
に
、
妙
高
で
は
な
い
が
国
立
青
少
年
教
育
施
設
職
員
と
し
て
働
き

始
め
、
何
回
か
国
立
妙
高
少
年
自
然
の
家
に
足
を
運
び
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
指
導
を
勉
強
し
楽

し
ん
だ
。
い
つ
来
て
も
職
員
の
自
然
を
愛
す
る
気
持
ち
と
指
導
へ
の
熱
意
を
感
じ
て
施
設
を
後

に
し
た
。

現
在
は
勤
務
す
る
至
学
館
大
学
で
夏
冬
の
実
習
で
キ
ャ
ン
プ
場
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
10

年
近
く
経
つ
。
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
や
野
外
炊
飯
棟
か
ら
テ
ン
ト
ま
で
の
道
の
り
を
「
疲
れ
た
」

「
暗
く
て
怖
い
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
「
テ
ン
ト
が
遠
い
、
め
ん
ど
う
く
さ
い
」
と
言
っ
て
い

た
学
生
が
、
火
打
山
登
山
や
笹
ヶ
峰
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
後
に
キ
ャ
ン
プ
場
に
戻
っ
て
く
る
と
、

「
帰
っ
て
き
た
よ
〜
！
」「
た
だ
い
ま
ー
！
」
と
大
き
な
声
で
学
生
が
叫
ぶ
。
テ
ン
ト
に
、
キ
ャ

ン
プ
場
に
、
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
に
愛
着
を
持
っ
た
瞬
間
で
あ
る
。
学
生
の
中
に
は
実

習
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
学
生
も
い
る
。
学
生
は
「
帰
っ
て
き
た
よ
〜
！
」「
た
だ
い

ま
ー
！
」
と
言
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

主
催
事
業
や
研
究
テ
ー
マ
の
改
善
は
大
い
に
結
構
で
あ
る
が
、
い
つ
来
て
も
変
わ
っ
て
欲
し

く
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
に
あ
る
自
然
の
優
し
さ
と
厳
し

さ
、
そ
し
て
満
面
の
笑
顔
で
受
け
入
れ
て
く
れ
る
職
員
の
暖
か
さ
で
あ
る
。
再
度
訪
れ
た
人
が

「
ま
た
来
た
よ
〜
！　

た
だ
い
ま
ー
！
」
と
い
う
言
葉
に
大
き
な
声
で
「
お
帰
り
な
さ
〜
い
！
」

と
応
え
て
く
れ
る
施
設
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
次
回
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
き
は
学
生
に
習
っ

て
、
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
気
も
す
る
が
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
声
で
「
た
だ
い
ま
ー
！
」

と
声
を
か
け
て
み
よ
う
か
と
思
う
。

国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
へ
の
思
い

「
妙
高
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
、

そ
し
て
施
設
へ
の
愛
着
」

至学館大学健康科学部
時安 　和行
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こ
の
年
、
悩
み
を
か
か
え
た
青
少
年
を
対
象
と
し
た
体
験
活
動
推
進
事
業
の
一
環
と

し
て
中
学
生
を
対
象
と
し
て
「
オ
ー
プ
ン
・
ザ
・
ド
ア
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
悩
み
を
抱
え
る
中
学
生
を
二
十
泊
以
上
の
長
期
に
渡
る
生
活
体
験
・
冒
険

活
動
に
取
り
組
ま
せ
る
と
共
に
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
等
で
日
本
縦
断
し
て
い
く
と
い

う
圧
倒
的
な
達
成
感
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
生
活
を
振
り
返
ら
せ
、
社
会
性

や
自
信
の
回
復
、
自
立
心
等
を
育
て
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
年
の
主
な
主
催
事
業
と
し
て
「
Ｍ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
会
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
の
指
導
者
、
幼
稚
園
・
学
校
の
教
職
員
利
用
団
体
の
指
導
者
を
対
象

に
、
自
然
の
家
が
持
つ
魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
、
指
導
力
の
向
上
を
図
る
た

め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て
、
問
題
行
動
、
不
登
校
等
の
現
代
的
課
題
を
抱
え
る
青
少
年
に
絶

え
ず
接
し
て
い
る
保
護
者
等
を
対
象
に
「
心
の
セ
ミ
ナ
ー　

〜
悩
め
る
親
た
ち
の
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
〜
」
を
四
回
開
催
し
、
青
少
年
と
の
関
わ
り
方
や
家
庭
・
学
校
・

地
域
社
会
と
の
連
携
の
在
り
方
を
探
求
し
改
善
を
図
る
趣
旨
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
年
か
ら
「
Ｍ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
会
」
が
年
に
四
回
に
な
り
ま
し

た
。
野
外
炊
事
で
昼
食
を
作
っ
た
り
、
妙
高
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
環
境
学

習
を
体
験
し
た
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
の
実
地
踏
査
を
し
ま
し
た
。

最
終
年
度
と
な
っ
た
「
オ
ー
プ
ン
・
ザ
・
ド
ア　

〜
太
平
洋
か
ら
日
本
海
へ
〜
」
が

実
施
さ
れ
、
全
国
に
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
年
は
、
国
立
青
少
年
教
育
３
施
設
（
独
立
行
政
法
人
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
・
独
立
行
政
法
人
国
立
青
年
の
家
・
独
立
行
政
法
人
国
立
青
少

年
自
然
の
家
）
の
発
展
的
統
合
と
い
う
こ
と
で
独
立
行
政
法
人
国
立
青
少
年
教
育
振
興

機
構
が
発
足
し
、「
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

全
国
の
小
学
校
四
年
生
〜
六
年
生
二
十
四
名
を
対
象
に
十
四
泊
十
五
日
の
長
期
キ
ャ

ン
プ
「
キ
ャ
ン
プ
と
お
手
伝
い
の
旅
〜
や
ら
せ
か
ら
自
立
へ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
平
成

二
十
年
ま
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
年
は
、「
長
期
宿
泊
体
験
活
動
に
お
け
る
『
生
き
る
力
』
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、「
妙
高
フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
〜
通
学
キ
ャ
ン
プ
」
に
替
わ
り
、
妙
高
市
内
の

小
学
校
五
校
の
六
年
生
約
百
名
が
六
泊
七
日
の
日
程
で
宿
泊
す
る
「
妙
高
フ
レ
ン
ド

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
17
年
度

平
成
16
年
度

平
成
19
年
度

平
成
18
年
度

や
っ
ぱ
り
こ
の
言
葉
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

正
直
に
言
う
と
、
こ
の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
す
ご
く
悩
ん
で
い
ま
す
。
本
当
に
た
く
さ
ん
の

オ
モ
イ
が
溢
れ
て
き
て
、
本
当
に
素
敵
な
出
逢
い
が
あ
り
す
ぎ
て
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど
ま

と
め
ら
れ
な
い
!!
た
っ
た
一
つ
の
出
来
事
で
、
原
稿
用
紙
が
溢
れ
か
え
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
、

い
っ
た
い
何
を
書
け
ば
い
い
の
や
ら
？
と
思
っ
て
い
る
私
が
い
ま
す
。

で
も
同
時
に
、
こ
の
「
妙
高
」
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
日
々
が
、
言
葉
で
は
語
り
つ
く
せ
な

い
ほ
ど
の
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
「
オ
モ
イ
」
を
心
に
刻
ん
で
く
れ
た
ん
だ
な
ぁ
と
思
う
と
、

な
ん
だ
か
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
も
う
い
っ
そ
こ
の
ま
ま
何
一
つ
具
体
的
な
こ
と
を
書

か
な
く
て
も
い
い
の
か
な
ぁ
、
な
ん
て
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。
で
も
一
つ
く
ら
い
は
書
こ
う
か

な
。
４
年
前
、初
め
て
参
加
し
た
主
催
事
業
は「
キ
ャ
ン
プ
と
お
手
伝
い
の
旅
」で
し
た
。
そ
の
キ
ャ

「
出
逢
い
は
人
生
を
変
え
る
」

国立妙高青少年自然の家
法人ボランティア　
及川　未希生

私
た
ち
は
千
葉
県
で
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
し
て
小
学
生
・
中
学
生
を
指
導
し
て
い
る

団
体
で
す
。
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
大
好
き
な
子
供
た
ち
に
基
礎
学
習
能
力
の
定
着
も
狙
い
、
簡
易

学
習
塾
も
開
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
子
供
た
ち
の
心
身
と
も
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
成
長
を
狙
っ
て

い
ま
す
。
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
は
4
年
前
か
ら
の
利
用
で
す
。
夏
休
み
に
は
中
学
生
7

泊
8
日
と
出
来
る
限
り
長
期
日
程
合
宿
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
通
常
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
合
宿
と
い
う
と
単
一
ス
ポ
ー
ツ
を
強
い
負
荷
を
か
け
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
も
の
が
多

い
中
、
こ
の
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
心
の
成
長

を
狙
っ
た
合
宿
と
な
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。
合
宿
中
は
も
ち
ろ
ん
携
帯
電
話
は
一
括
管
理
。

ゲ
ー
ム
機
も
利
用
禁
止
。
し
か
し
、
集
団
で
遊
ぶ
遊
具
は
大
歓
迎
。
集
団
ス
ポ
ー
ツ
で
は
仲
間

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
妙
高
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
に
よ
る
仲
間
と
の
協
力
に
よ
る
達
成
感
の
習
得
。
自
炊
も
4
回
以
上
経
験
。
役
割
分
担

さ
れ
た
各
自
の
責
任
と
協
力
。
最
終
日
に
は
妙
高
山
登
山
。
麓
で
は
気
楽
な
会
話
だ
っ
た
声
も

徐
々
に
、「
こ
こ
は
滑
る
ぞ
ぉ
」「
鎖
場
は
手
を
離
さ
な
け
れ
ば
安
全
だ
ぞ
ぉ
」
わ
か
り
き
っ
た

事
で
も
復
唱
。
と
て
も
大
き
な
成
長
と
感
じ
て
い
ま
す
。

あ
る
時
、
ト
イ
レ
の
ス
リ
ッ
パ
が
次
の
人
が
す
ぐ
履
け
る
向
き
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
コ
ー
チ
の
指
導
は
「
ト
イ
レ
を
使
っ
た
後
便
器
が
汚
れ
て
い
た
ら
次
の
人
の
事
を
考
え

て
き
れ
い
に
ふ
き
取
っ
て
か
ら
出
な
さ
い
。」
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ス
リ
ッ
パ
ま
で
次
の
人
の
事

を
考
え
て
脱
ぐ
よ
う
に
な
る
と
は
。
合
宿
の
狙
い
と
言
え
ば
狙
い
で
す
が
、
非
常
に
う
れ
し
く

感
じ
子
供
た
ち
の
心
の
成
長
を
確
信
し
た
時
で
し
た
。

思
春
期
と
い
う
中
学
生
年
代
、
体
の
変
化
も
考
え
方
の
変
化
も
一
生
の
う
ち
で
こ
こ
ま
で
変

化
す
る
年
代
は
二
度
と
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
最
も
大
事
な
時
期
に
こ
そ
、
怒
ら
れ
怒
鳴
ら
れ
行

動
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
考
え
見
つ
け
出
し
進
ん
で
し
か
も
楽
し
く
行
動
す
る
力
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
も
ベ
ン
チ
で
怒
鳴
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ピ
ッ
チ
に
立
っ
た
ら
自
分
の
責
任
で
戦
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
責
任
を
し
っ
か
り
と

果
た
す
た
め
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
妙
高
自
然
の
家
で
の
体
験
は
、
サ
ッ
カ
ー

は
も
ち
ろ
ん
今
後
の
生
活
で
も
必
ず
大
き
く
役
に
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

自
ら
見
つ
け
る
力　

自
ら
考
え
る
力　

自
ら
行
動
す
る
力

千葉県　
順蹴フットボール
アカデミー　代表
三戸　康裕



キ
ャ
ン
プ
〜
友
情
・
笑
顔
・
自
立
の
一
週
間
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
更
な
る
連
携
・
協
力
を
図
る
た
め
に
国
立
大
学
法
人
上
越
教
育
大
学
と
協
定

書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

 「
キ
ャ
ン
プ
と
お
手
伝
い
の
旅
〜
や
ら
せ
か
ら
自
立
へ
」
が
三
年
目
を
迎
え
、
研
究

成
果
を
全
国
に
普
及
・
発
信
し
ま
し
た
。

ま
た
、
長
期
宿
泊
体
験
活
動
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
「
豊
か
な
体
験
活
動

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
妙
高
市
と
協
定
書
を
交
わ
し
、
更
な
る
連
携
・
協
力
を
深
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
年
か
ら
、
次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
妙
高
ジ
ュ
ニ
ア
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
二
○
○
九
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
①
困
難
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
力
②
自
ら
考
え
行
動
す
る
力
③
創
造

力
を
働
か
せ
工
夫
し
て
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
力
④
集
団
を
目
的
や
ね
ら
い
へ
導

こ
う
と
す
る
力
⑤
集
団
内
の
人
間
関
係
を
よ
り
円
滑
に
し
よ
う
と
す
る
力
を
青
少
年
の

リ
ー
ダ
ー
性
を
特
定
す
る
要
素
と
し
て
絞
り
込
み
、
実
証
し
て
い
く
た
め
に
行
い
ま
し

た
。
カ
ヌ
ー
で
佐
渡
海
峡
横
断
し
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
佐
渡
島
一
周
す
る
な
ど
、

子
ど
も
は
次
々
と
困
難
な
状
況
を
ク
リ
ア
ー
し
て
い
き
ま
し
た
。

十
月
二
十
四
日
〜
十
月
二
十
五
日
に
「
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
特
別
講
演
会
で
は
、
千
葉
県
知
事
・
森
田
健
作

氏
を
お
招
き
し
「
早
ね
早
お
き
朝
ご
は
ん
で
拓
く
子
ど
も
た
ち
の
未
来
」
で
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
十
月
三
十
日
に
は
、
延
べ
利
用
者
数
二
百
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

 「
妙
高
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
二
○
一
○
」
が
、
七
月
二
十
五
日
〜
八
月
八
日

十
四
泊
十
五
日
で
、
今
度
は
「
信
濃
川
全
三
六
七
㎞
を
Ｍ
Ｔ
Ｂ
に
よ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

Ｅ
ボ
ー
ト
、
手
作
り
い
か
だ
で
、
河
口
ま
で
下
る
長
期
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
三
日
に
「
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家　

感
謝
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
平
成
二
十
三
年
度
に
、
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
は
創
立
二
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
ご
愛
顧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
職
員
一
同
こ
れ
か
ら
も

「
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ　

心
の
え
が
お
」
を
忘
れ
ず
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
21
年
度

平
成
20
年
度

平
成
22
年
度

ン
プ
で
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
し
た
親
友
と
久
し
ぶ
り
に
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
お
互
い
夢
中
に
な
る
く
ら
い
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
何
時
間
も
話
が
尽
き
な
い
中
で
、

親
友
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
た
く
さ
ん
泣
い
た
し
、
笑
っ
た
し
…
今
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
さ
、
あ
の
16
日
間
の
キ
ャ
ン

プ
が
私
た
ち
の
「
原
点
」
で
、
あ
の
時
「
人
生
」
変
わ
っ
た
よ
ね
！
」

私
も
心
の
底
か
ら
そ
う
思
い
ま
す
。
ま
ぎ
れ
も
な
く
私
の
出
発
点
だ
っ
た
し
、
今
も
強
烈
な

オ
モ
イ
と
し
て
心
に
響
い
て
い
ま
す
。
い
つ
か
自
分
も
こ
ん
な
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
み
た
い
、
子

ど
も
た
ち
を
感
動
さ
せ
た
い
、
あ
な
た
の
オ
モ
イ
を
カ
タ
チ
に
し
た
い
、
夢
追
う
た
め
の
原
動

力
で
す
！

こ
の
妙
高
で
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
出
逢
い
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と
出
逢
い
、
た
く
さ

ん
の
「
オ
モ
イ
」
と
出
逢
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
妙
高
の
門
を
叩
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
！

ま
さ
に
感
謝
感
激
雨
霰
で
す
！

私
の
妙
高
で
過
ご
し
た
日
々
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
場
所
で
の
体
験
の
一
つ
一
つ

が
、
い
つ
も
誰
か
の
出
発
点
で
あ
り
、
同
時
に
初
心
に
帰
れ
る
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
き
っ
と
そ
ん
な
「
体
験
」
に
出
逢
え
た
な
ら
、
そ
の
瞬
間
あ
な
た
の
人
生
も
変
わ
り
ま
す
!!

初
め
て
こ
の
妙
高
に
来
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
平
成
８
年
３
月
。
ス
ー
ツ
姿
で
新

任
地
と
し
て
引
き
継
ぎ
に
来
た
日
で
し
た
。
春
の
陽
気
の
中
、
玄
関
前
の
４
ｍ
も
あ
ろ
う
か
と

い
う
雪
の
山
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
14
年
。
私
は
今
も
妙
高
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
妙
高
は
こ
ん
な
に
魅
力
的
な
ん
だ
ろ
う
。

私
は
２
期
６
年
を
妙
高
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
自
然
の
中
で
体
を
動
か
す
こ

と
、「
作
業
」
が
こ
ん
な
に
も
楽
し
い
こ
と
、
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
だ
と
は
妙
高
に
来
る

ま
で
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
時
間
が
あ
れ
ば
外
作
業
を
し
て
い
た
も
の
で
す
。
点
検
・

整
備
が
目
的
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
こ
に
息
づ
く
木
々
・
植
物
・
動
物
・
昆
虫
・
土
・
雪
・
空

気
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
全
身
で
感
じ
る
た
め
で
も
あ
っ
た
し
、
自
身
が
元
気
を
も
ら
い
つ
つ
も
、

作
業
す
る
こ
と
で
体
験
活
動
に
訪
れ
る
人
達
の
感
動
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
嬉
し
く
て
た
ま

ら
な
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
妙
高
に
集
ま
る
人
た
ち
と
の
繋
が
り
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
利
用
の
皆
様
か
ら
の
「
ま

た
来
ま
し
た
よ
！
」
と
い
た
だ
く
言
葉
。
事
業
参
加
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
。

以
前
の
事
業
参
加
の
子
ど
も
が
大
学
生
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
来
る
と
懐
か
し
い
顔
に
会
え
る
、
元
気
に
な
れ
る
・
・
そ
う
思
っ
て
く
だ
さ

る
人
が
い
る
こ
と
は
妙
高
に
と
っ
て
宝
だ
と
思
い
ま
す
。

妙
高
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
も
素
晴
ら
し
い
人
達
ば
か
り
で
す
。
も
は
や
「
労
働
」
感
覚
は
な
く
、

芸
術
家
か
開
発
者
に
近
い
よ
う
な
感
覚
。
子
ど
も
達
に
感
動
を
与
え
る
「
自
然
の
家
」
と
い
う

作
品
を
み
ん
な
で
工
夫
し
、
悩
み
、
討
論
し
、
様
々
な
思
い
を
重
ね
て
形
に
し
て
き
た
作
品
が

今
の
妙
高
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
完
成
形
と
し
て
の
終
わ
り
が
な
く
、
成
長
し
続
け
て
い

く
生
き
物
の
よ
う
な
作
品
。

い
つ
ま
で
も
、
雄
大
な
妙
高
山
の
麓
、
変
わ
ら
な
い
自
然
の
中
で
、
人
が
作
り
、
人
に
生
き

る
力
と
感
動
を
与
え
続
け
ら
れ
る
、
成
長
し
続
け
る
「
妙
高
」
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
人
」が
作
る「
人
」の
た
め
の

妙
高
青
少
年
自
然
の
家

上越教育大学
施設マネジメント課
元国立妙高青少年自然の家職員
秋山　　洋



2021O p e n  t h e  D o o r !   2 0 1 1 2021 67

今ここから始まる
新しい自分と仲間
今ここから始まる
新しい自分と仲間

O t h D ! 2 0 1 1 2021 6202072121

豊
か
な
自
然
の
中
で

絆
づ
く
り

異校種間の行動連携により

仲間とかかわる力を

はぐくむ長期宿泊体験活動

事 前

1日目

2日目

3日目

糸魚川東中学校会場

野外炊事　
各学校の紹介

スタンツ練習

妙高アドベンチャー／

    マイスプーン・フォークづくり　

キャンドルセレモニー

課題解決オリエンテーリング

アイスブレイクの会

出張妙高アドベンチャー

長期宿泊体験活動モデルプラン

妙高アドベンチャープログラム

キャンドルセレモニー

野外炊事

課題解決オリエンテーリング

Main Program

新潟県糸魚川市立
糸魚川東中学校区
糸魚川市立浦本小学校

糸魚川市立下早川小学校

糸魚川市立上早川小学校

糸魚川市立大和川小学校

糸魚川市立糸魚川東中学校

午 前
午 後
夜

午 前
午 後

夜

糸魚川東中学校
区 ２泊３日のプラ

ン

午 前
午 後

特
色
あ
る
実
践
校

か
な
か
か
わ
り
を
醸
成
し
つ
つ
、
お
互
い
の
立
場

を
考
え
な
が
ら
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
く
た
め
の

心
情
や
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
四
つ
の
小
学
校
と
連
携
し
て
児
童
・

生
徒
の
豊
か
な
社
会
性
を
は
ぐ
く
む
こ
と
と
仲
間

づ
く
り
を
目
的
に
、『
中
一
チ
ャ
ン
ス
』
プ
ラ
ン

の
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
核
と

な
る
取
組
と
し
て
、
小
学
校
児
童
と
中
学
校
生
徒

が
一
緒
に
活
動
す
る
宿
泊
体
験
学
習
を
国
立
妙
高

青
少
年
自
然
の
家
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

で
四
年
目
の
取
組
と
な
り
ま
す
。

こ
の
宿
泊
体
験
学
習
で
は
、
中
学
校
入
学
以
前

に
小
学
校
六
年
生
同
士
が
交
流
し
て
顔
見
知
り
に

な
る
こ
と
と
、
中
学
校
一
年
生
と
小
学
校
六
年
生

が
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
中
学
校
入
学
に
係
る

不
安
を
軽
減
し
、
併
せ
て
仲
間
づ
く
り
に
必
要
な

は
じ
め
に

糸
魚
川
東
中
学
校
に
は
、
複
式
学
級
を
有
す
る

小
学
校
二
校
、
小
規
模
の
小
学
校
一
校
、
中
規
模

の
小
学
校
一
校
の
児
童
が
入
学
し
て
き
ま
す
。
日

本
海
に
面
し
た
二
つ
の
小
学
校
区
と
山
沿
い
に
位

置
し
た
二
つ
の
小
学
校
区
で
は
、
地
域
性
も
文
化

も
多
少
異
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
生
徒
は
、
中
学
校
に
入
学
す
る
と

学
年
・
学
級
の
中
で
新
た
な
人
間
関
係
を
築
く
た

め
に
様
々
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
実
際
に
、
新
し
い
生
活
の
中
で
望
ま
し
い

自
己
表
現
を
行
う
こ
と
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
気

を
遣
い
す
ぎ
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
す
る
と
訴

え
る
中
学
生
が
絶
え
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
実
態
を
踏
ま
え
、
当
校
区
で
は
、
温



小中合同での道徳の授業 はぐくむ会主催の講演会

　『中１チャンス』プランは、小学校と中学校が連携し、家庭・
地域の協力を得て、子どもたちが仲間とよいかかわりをもちな
がら、いきいきと生活できるようにサポートする「人間力の向
上を目指し、社会性をはぐくむ」プランです。次の三つの柱か
ら成り立っています。

○生活の中１チャンス
　宿泊体験学習を核に、仲間と協力して取り組む課題解決型
の活動を行います。また、道徳の授業では、生活場面に近い
ロールプレイを取り入れ、望ましい自己表現と他者理解の方法
を学び、実践に結び付けていきます。その過程では、課題の
解決に向けて話し合いや相談、決定など、コミュニケーション
スキルを高めていくことを目的にしています。

○学習の中１チャンス
　小学校間、または小・中学校間で児童・生徒の学習スタイ
ルを互いに理解し、円滑な学びの接続が図られるよう、相互
の授業参観や合同の道徳授業などの授業交流に取り組んでい
ます。

○中学校区の子どもをはぐくむ会
　各小学校区を母体として活動している青少年育成協議会等
の地域団体と連携を図り、地域住民・保護者に向けて、地域
での子育てや健全育成の視点で啓発活動に取り組んでいます。

『
中
１
チ
ャ
ン
ス
』
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

核
と
な
る
中
一
チ
ャ
ン
ス
宿
泊
体
験
学
習

1.   
事
前
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク

宿
泊
体
験
学
習
に
先
立
ち
、
参
加
児
童
生
徒
が

一
堂
に
会
し
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
の
会
を
行
い
ま

し
た
。「
過
去
に
と
ら
わ
れ
ず
、
今
こ
こ
か
ら
始

ま
る
新
し
い
自
分
と
仲
間
を
大
切
に
す
る
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
活
動

す
る
こ
と
に
な
る
児
童
と
生
徒
が
打
ち
解
け
る
た

め
に
、
出
張
妙
高
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
ま
し
た
。

2.
野
外
炊
事

 ｢

み
ん
な
の
役
に
立
つ
」｢

頼
り
に
さ
れ
る｣

経
験
を
通
し
て
自
己
有
用
感
を
は
ぐ
く
む
た
め
に

炊
事
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
中
学
生
が
活
動
を
指

示
し
な
が
ら
手
本
と
な
っ
て
、
材
料
の
下
ご
し
ら

え
や
火
の
調
節
を
行
い
、
小
学
生
が
そ
れ
を
手
助

け
す
る
場
面
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

足
り
な
く
な
っ
た
薪
や
余
っ
た
材
料
を
互
い
に
交

渉
し
な
が
ら
交
換
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

  
　

小
学
生
と
中
学
生
の
混
成
グ
ル
ー
プ
に
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
が
一
人
付
き
、
豊
か
な
自
然
の
中
に

配
置
さ
れ
た
エ
レ
メ
ン
ト
を
利
用
し
て
、
協
力
し

な
が
ら
課
題
を
解
決
す
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

試
行
↓
失
敗
↓
話
し
合
い
↓
再
試
行
を
繰
り
返

し
、
互
い
の
身
体
を
支
え
合
い
な
が
ら
知
恵
と
力

を
合
わ
せ
る
経
験
を
通
し
て
グ
ル
ー
プ
内
に
絆
が

生
ま
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら｢

仲
間
と

協
力
し
、
助
け
合
っ
て
成
功
し
た
も
の
は
楽
し
い

と
感
じ
た
。｣

等
の
感
想
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

4.
キ
ャ
ン
ド
ル
セ
レ
モ
ニ
ー

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
ス
タ
ン
ツ
や
出
し
物
を
課
題

と
し
、
企
画
か
ら
練
習
、
本
番
の
運
営
ま
で
を
話

し
合
い
な
が
ら
進
め
る
場
を
設
定
し
ま
し
た
。
中

学
生
が
ア
イ
デ
ア
を
提
示
し
、
必
要
な
物
品
を
全

員
の
協
力
で
製
作
し
た
り
、
練
習
の
掛
け
声
を
小

学
生
が
発
し
た
り
す
る
場
面
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

本
番
で
は
、発
表
ご
と
に
温
か
な
拍
手
が
起
こ
り
、

発
表
を
行
っ
た
児
童
・
生
徒
が
達
成
感
を
得
た
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

5.
課
題
解
決
フ
ォ
ト
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

自
然
の
家
周
辺
に
設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
に
グ

ル
ー
プ
で
解
決
す
る
課
題
を
加
え
た
フ
ォ
ト
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ

に
は
、
終
始
小
・
中
学
生
が
打
ち
解
け
た
雰
囲
気

で
談
笑
し
な
が
ら
コ
ー
ス
を
回
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
小
学
生
の
疲
労
度
に
合
わ
せ
て
休

憩
を
取
る
な
ど
、
中
学
生
が
活
動
を
リ
ー
ド
し
、

仲
間
に
配
慮
す
る
行
動
が
随
所
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

三
日
間
の
宿
泊
体
験
学
習
は
、
児
童
・
生
徒
に

仲
間
づ
く
り
に
つ
い
て
新
し
い
見
方
・
考
え
方
を

促
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
宿
泊

体
験
学
習
で
得
た
成
果
を
学
校
生
活
や
家
庭
・
地

域
で
の
生
活
に
生
か
す
視
点
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
小
・
中
学
校
の
協
力

体
制
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

今
後
も
小
学
校
と
中
学
校
が
共
通
の
課
題
意
識

を
も
ち
、
解
決
の
た
め
の
方
策
を
共
有
し
、
協
働

す
る
取
組
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、
保
護
者
、
地
域
住
民
と
手
を
携
え
て
子
ど
も

の
社
会
性
向
上
を
目
指
し
た
取
組
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

3.
妙
高
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
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対面式

長期宿泊体験活動モデルプラン

妙高アドベンチャープログラム
民泊体験
オリエンテーリング
キャンプファイヤー
はがきづくり

Main Program

五十沢小学校
5年生11名（男子5名・女子6名）

出発／開村式
妙高アドベンチャー
秋の星座観察
妙高青少年自然の家（オリオン棟）

五十沢小学校 4泊 5日のプラン

い
ろ
い
ろ
な
人
や

自
然
と
ふ
れ
あ
お
う

感動は笑顔に。

笑顔はエネルギーに。

エネルギーはチャレンジに。

チャレンジは感動に！

妙高で
自然宿泊体験！　

午 前
午 後
夜
宿 泊

午 前

お別れ会

キャンプファイヤー

午 前

未来の自分へ 白樺のはがきづくり午 前
閉村式／出発午 後

オリエンテーリング
活動の振り返り（新聞づくり）

午 後

宿 泊

午 後

夜

～ 民具の見学、苗名滝滝つぼウォーク
民宿のお手伝い、郷土料理作り、
民話など各民宿毎の生活体験

農家民宿

郷土芸能「春駒」体験
宿 泊
夜

夜

午 前

午 後

～ 民具の見学、苗名滝滝つぼウォーク
民宿のお手伝い、郷土料理作り、
民話など各民宿毎の生活体験

農家民宿

宿 泊 妙高青少年自然の家（オリオン棟）

1日目

2日目

3日目

4日目

5日目

体
験
活
動
を
行
う
に
至
っ
た
背
景

●
地
域
、
学
校
の
実
態
か
ら

五
十
沢
地
域
は
、
美
し
い
山
々
と
河
川
に
囲
ま
れ

た
扇
状
地
に
あ
り
、
日
本
一
の
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
が
育
つ
、
自
然
豊
か
な
地
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
家

庭
が
三
世
代
家
族
で
あ
る
た
め
、
家
庭
内
で
子
ど
も

の
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
大
人
に
頼
り
す

ぎ
、
自
立
心
が
育
っ
て
い
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
の

よ
さ
に
気
付
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
多
い
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
農
業
体
験
に
つ
い
て
は
、
田

や
畑
の
仕
事
を
す
る
祖
父
母
が
身
近
に
い
な
が
ら
も
、

子
ど
も
た
ち
は
そ
の
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ

て
い
い
状
況
で
す
。

五
十
沢
小
学
校
の
学
校
づ
く
り
の
基
本
理
念
は
、

『
笑
顔
あ
ふ
れ
る
五
十
沢
小
』
で
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、

昨
年
度
か
ら「
子
ど
も
た
ち
に
感
動
体
験
を
」と
願
い
、

豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
は
多
く
の
感
動
が
あ

り
、価
値
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

保
護
者
も
、
今
年
度
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
強
く
願
っ
て
い
ま
し
た
。

活
動
の
ね
ら
い

●
仲
間
や
周
囲
の
支
え
を
受
け
、
自
分
の
思
い
や
願

い
の
実
現
に
自
立
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

●
自
然
を
生
か
し
、
豊
か
に
暮
ら
す
杉
野
沢
の
人
々

の
知
恵
か
ら
の
学
び
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
五
十
沢

と
自
分
と
の
か
か
わ
り
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
き
っ

か
け
と
す
る
こ
と
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
上
の
配
慮
事
項

●
活
動
内
容
と
教
育
課
程
上
の
位
置
づ
け
を
明
確
に

す
る
こ
と
。

●
活
動
一
日
目
と
最
終
日
の
活
動
を
、
国
立
妙
高
青

少
年
自
然
の
家
で
行
っ
た
こ
と
。

初
日
は
誰
と
で
も
よ
い
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
絆
づ
く
り
の
活
動
を
、
最
終
日
に
は
、

体
験
に
よ
っ
て
得
た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
自
身
が
自

覚
で
き
る
よ
う
、
振
り
返
り
と
ま
と
め
の
活
動
を
設

定
し
ま
し
た
。

●
毎
日
振
り
返
り
を
必
ず
行
う
こ
と
。

一
日
の
活
動
を
終
え
て
、
自
分
の
が
ん
ば
り
に
気

付
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
設
定
し
ま
し
た
。

●
グ
ル
ー
プ
編
成
を
考
慮
し
た
こ
と
。

五
年
生
の
子
ど
も
た
ち
は
元
々
少
人
数
で
あ
り
、

保
育
園
か
ら
ず
っ
と
メ
ン
バ
ー
の
変
わ
ら
な
い
仲
間

た
ち
で
す
。
そ
の
固
定
化
し
た
人
間
関
係
を
崩
し
た

い
と
願
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
各
民
泊
先
に
二

人
ず
つ
分
け
ま
し
た
。

●
言
語
活
動
を
重
視
し
た
こ
と
。

感
動
体
験
は
、
言
語
表
現
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り

一
層
自
覚
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ピ
ー
チ
な
ど
、
音
声
言
語
で
伝
え
合
う
活

動
も
大
切
に
し
ま
し
た
。

活
動
の
実
際

●
一
日
目　

妙
高
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
Ｍ
Ａ
）

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
金
巻
知
子
先
生
（
金
ち
ゃ

ん
）
は
、
絶
対
に
子
ど
も
た
ち
を
甘
や
か
し
ま
せ
ん
。

次
々
と
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
冒
険
を
提
案
し
て
き
ま
す
。
約

束
は
一
つ
。「
み
ん
な
が
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
言
葉
が
け
を
す
る
こ
と
」
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
、「
協
力
し
た
い
」「
助

け
合
い
た
い
」
な
ど
と
、
言
葉
で
は
格
好
い
い
こ
と

を
言
い
ま
す
。
で
も
、
実
は
全
員
の
力
で
苦
労
し
て

何
か
を
乗
り
越
え
た
と
い
う
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
に
、
Ｍ
Ａ
で
は
、
何
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
失

敗
の
連
続
で
、
よ
う
や
く
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

活
動
後
の
振
り
返
り
の
時
、
子
ど
も
た
ち
の
言
葉

が
変
わ
り
ま
し
た
。「
協
力
」
と
い
っ
た
抽
象
的
な
言

葉
は
な
く
な
り
、
感
想
を
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
言

葉
に
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
学
び
は
、
与
え
ら

れ
た
知
識
か
ら
で
は
な
く
、
体
験
を
通
し
て
な
さ
れ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
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●
二
日
目
〜　

民
泊
体
験

い
よ
い
よ
民
泊
体
験
の
始
ま
り
で
す
。
杉
野
沢
の

皆
さ
ん
は
、
温
か
く
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
活
動
内
容
は
、
民
泊
先
の
方
に
お
任
せ

し
ま
し
た
が
、
ど
こ
も
子
ど
も
に
合
っ
た
活
動
を
工

夫
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

後
日
、
子
ど
も
た
ち
の
振
り
返
り
や
話
、
ま
と
め
、

記
録
写
真
な
ど
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た

ち
は
、
全
く
見
知
ら
ぬ
土
地
で
、
全
く
見
知
ら
ぬ
家

族
の
中
に
あ
っ
て
、
た
く
ま
し
く
が
ん
ば
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
朝
昼
晩
と
食
事
の
支
度
は
自
分

で
し
ま
し
た
。
郷
土
料
理
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
稲
刈
り
や
大
根
掘
り
な
ど
、
家
族
同
様
に
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

民
泊
先
の
方
々
は
、
家
族
の
よ
う
に
衣
食
住
を
共
に

し
、
で
き
る
だ
け
様
々
な
体
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
り
、

温
か
い
言
葉
が
け
や
手
紙
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
の

心
に
触
れ
る
瞬
間
を
た
く
さ
ん
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

本
当
に
感
動
た
く
さ
ん
の
日
々
で
し
た
。

四
日
目
、
民
泊
先
の
皆
さ
ん
と
の
お
別
れ
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
照
れ
な
が
ら
も
感
想
や
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
か
ら
、
わ
ず

か
三
日
間
の
か
か
わ
り
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
る
で
家
族
の
よ
う
に
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

●
四
日
目
昼
〜　

自
然
の
家
に
て

自
然
の
家
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
の
振
り
返
り
で
は
、

ま
ず
、
民
泊
体
験
活
動
で
の
よ
か
っ
た
こ
と
の
共
有

を
し
ま
し
た
。
学
校
や
家
庭
で
は
味
わ
う
こ
と
の
な

い
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
口
か
ら
具

体
的
な
言
葉
で
出
て
き
ま
し
た
。

得
た
学
び
を
言
葉
で
整
理
す
る
こ
と
は
、
自
分
の

成
長
を
よ
り
実
感
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
五
日
間
、
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
私
自

身
も
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い
、
支
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
五
日
間
を
一
緒
に
過
ご
し
た
上
越
教
育
大
学

大
学
院
の
上
野
さ
ん
。
自
然
の
家
の
河
野
さ
ん
を
は

じ
め
と
し
た
職
員
の
皆
さ
ん
。
金
ち
ゃ
ん
。
星
博
士

の
早
川
先
生
。
妙
高
市
役
所
の
丸
山
さ
ん
。
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
舘
野
さ
ん
。
春
駒
を
演
じ
て
く
だ

さ
っ
た
杉
野
沢
の
皆
さ
ん
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
民

泊
先
の
皆
さ
ん
。
多
く
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

成
果
と
課
題

体
験
を
終
え
て
、
一
人
で
自
分
の
部
屋
で
寝
る
よ

う
に
な
っ
た
、
自
分
で
起
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
、
食
事
の
準
備
を
一
緒
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
変
身
ぶ
り
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。

活
動
の
成
果
を
数
値
で
検
証
す
る
Ｉ
Ｋ
Ｒ
で
は
、

生
活
の
自
立
に
つ
い
て
、
自
分
で
起
き
る
な
ど
、
で

き
る
と
答
え
る
子
ど
も
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
自
尊
感
情
や
自
己
有
用
感
は
、
数
値
が
伸
び
た

か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
結
果

か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
は
自
分
を
よ
く

見
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
自
分
は
た
い
し
た
人
間
だ
と
思
っ
て
い
た
け

れ
ど
、
実
は
、
た
く
さ
ん
の
友
達
や
大
人
に
支
え
て

も
ら
っ
て
い
る
、
た
い
し
た
人
間
で
は
な
か
っ
た
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
思
春
期
を
迎
え
る
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
大
切
な
見
方
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
自
分
を
再
発
見
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
は
、
子
ど
も
を
成
長
さ
せ
る
力
が
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
多
く
の
学
校
が
こ
の
活
動

に
取
り
組
み
、
そ
の
価
値
を
共
有
し
て
ほ
し
い
と
願

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
受
け
入
れ
先
の
連
携
機

能
の
整
備
と
組
織
の
確
立
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
中
核
と
し
て
、
国

立
の
施
設
と
民
泊
先
と
が
、
す
ば
ら
し
い
連
携
を
も
っ

て
こ
の
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

（
文
責　

関　

裕
太
郎
）

教育課程編成上の工夫
実施日時・時期 体験活動の概要 時間 教科等
4月～11月 「南魚沼産コシヒカリをつくろう」 27 総合・社会
10月上旬 「お願いの手紙を書こう」 1 国語
10月18日 「妙高アドベンチャー」 4 体育
10月18日 「星空観察」 1 理科
10月19日 「収穫体験学習」 2 総合
10月19日
　～21日

「農家民宿ホームステイ」
※民宿や農作業の手伝い、杉野沢の暮らし体験 10 総合

10月20日 「郷土芸能交流会」 2 総合
10月21日 「民宿ホームステイ振り返り」 5 総合・国語
10月21日 「オリエンテーリング」 2 総合
10月21日 「キャンドルサービス」 2 特別活動
10月22日 「記念品づくり」 4 図工
10月下旬 「お礼の手紙を書こう」 1 国語
11月～12月 「妙高体験記録集作成」 4 国語
1月下旬 「妙高体験報告会」 6 総合

国立妙高青少年自然の家
主任企画指導専門職　河 野 健 一
　小学生の高学年にとって、５日間親元から離れ、仲間と共
に生活することはそれだけで大きなチャレンジ活動になりま
す。日常生活とは違った環境の中で様々な体験をする。それは、
子どもたちがたくさんのことを学ぶ機会になるのです。
　今回の五十沢小学校の取組では自然の家での活動と民泊先
での活動を組み合わせることで、よりたくさんの人とかかわる
活動が設定されています。まずは自然の家で、新たな仲間作
りの活動を行うと同時に自分たちの目的を確認し合います。そ
の後、民泊先の方々と家族的なふれあいが行われます。食事
の準備や民宿の仕事体験、農作業体験、家族との会話など全
てが刺激的な活動になります。そしてまた自然の家に戻り、そ
れぞれが体験したことを分かち合うことで、新たな気づきを得
ることができます。このようにすることで、子どもたちは知識
として知っていることを実際に体験したり、感じたりすること
で、本当の学びへとつなげます。
　また、文部科学省の調査によれば、３泊以上の体験が子ど
もたちに優しさや思いやりの気持ちを深め、連帯感や仲間意識
を向上させることが効果として検証されています。１日の体験
日数の違いが子どもたちに大きな意識の違いを与えるのです。

長
期
宿
泊
体
験
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
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仲間といっしょに
つくりあげるよろこび
仲間といっしょに
つくりあげるよろこび

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
し
、
中
学
校
入
学
時
に

お
け
る
円
滑
な
人
間
関
係
の
素
地
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
を
念
頭

に
置
い
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

妙
高
フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の
実
施
に
向
け
て
の

重
要
な
事
項
を
四
つ
紹
介
す
る
。

第
一
は
実
施
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
で
あ
る
。

長
期
の
宿
泊
体
験
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
宿
泊
に

と
も
な
っ
た
生
活
面
の
サ
ポ
ー
ト
、
様
々
な
自
然

体
験
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
熟
知

し
た
全
体
指
導
者
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
が
必

要
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
外
部
機
関

（
自
然
の
家
・
自
然
学
校
ね
ぎ
ぼ
う
ず
）
と
の
連

携
を
図
り
、
妙
高
市
教
育
委
員
会
と
学
校
、
外
部

機
関
を
含
め
た
妙
高
フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、そ
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

第
二
は
学
校
現
場
の
理
解
を
得
る
こ
と
で
あ

る
。
初
年
度
は
、
今
ま
で
長
期
宿
泊
体
験
の
経
験

が
な
い
学
校
現
場
で
は
、
学
校
行
事
へ
の
影
響
、

健
康
安
全
面
の
問
題
、
担
任
の
負
担
、
授
業
時
数

確
保
な
ど
、
妙
高
フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
実
施
に
と

も
な
い
予
想
さ
れ
る
様
々
な
問
題
を
挙
げ
、
不
安

フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の
歩
み

妙
高
フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
は
、
自
然
体
験
活
動

を
メ
イ
ン
と
し
た
長
期
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
で
あ
る
。

平
成
九
年
に
、
妙
高
村
（
現
妙
高
市
）
の
大
鹿
小

学
校
が
始
め
た
五
泊
六
日
の
通
学
型
キ
ャ
ン
プ
が

そ
の
原
型
と
な
る
。
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家

（
以
下　

自
然
の
家
）
に
宿
泊
し
、
学
校
に
通
学

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
地
域
の

小
学
校
が
加
わ
り
、合
同
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
変
遷
を
経
て
、
平
成
十
九
年
に
は
、
自

然
の
家
に
完
全
滞
在
型
の
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
た
。

平
成
二
十
年
か
ら
は
、
妙
高
市
教
育
委
員
会
が

舵
取
り
役
と
な
り
、
全
国
で
も
例
の
な
い
妙
高
市

内
の
十
二
の
小
学
校
六
年
生
全
員
が
三
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
参
加
す
る
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
た
。
こ

こ
で
は
三
年
目
を
迎
え
る
フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の

取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
実
施
ま
で
の
道
の
り

妙
高
フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
は
、
異
な
る
学
校
の

児
童
が
共
同
生
活
を
送
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
ケ
ー
ケ
ー
ケ
ーー
シ
ョ
シ
ョ
シ
ョ
シ
ョ
シ
ョ
ン
能
ン
能
ン
能
ン
能
ン
能
力
を
力
を
力
を
力
を
力
を
育
成
育
成
育
成
育
成成
し
、
し
、
し
、
し
、
し

中
学
中
学
中
学
中
学
中
学
校
入
校
入
校
入
校
入
校
入
学
時
学
時
学
時
学
時
学
時
ににににに

フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の
歩
み

1日目

2日目

3日目

4日目

5日目

6日目

長期宿泊体験活動モデルプラン

妙高アドベンチャープログラム

森の基地づくり

火山学習　　夢見平探検隊

キャンプファイヤー

Main Program

午 前
午 後
夜

午 前
午 後

夜

妙高アドベンチャー

ソーシャルスキルトレーニング

班活動

火山学習

自主学習　班活動

午 前
午 後

夜

夢見平探検隊　家族への手紙

自主学習　班活動

午 前
午 後

夜

森の基地づくり

自主学習　班活動

午 前
午 後

クラフト（カラマツくん）

午 前
午 後

夜

びっくりランチ

自主学習　キャンプファイヤー

自
然
体
験
で
つ
な
ぐ

手
と
手 
心
と
心

新井小学校

矢代小学校

斐太南小学校

斐太北小学校

姫川原小学校

新井南小学校

新井北小学校

新井中央小学校

妙高高原北小学校

妙高高原南小学校

妙高小学校

新潟県妙高市立

妙高妙高フレンドフレンド
スクール

第1ブロック ５泊
６日のプラン



特特特特特色色色色色ああああああるるるるる実実実実実践践践践践践校校校校校

妙高市教育委員会教育長　濁 川 明 男
　市内全小学校の６年生を対象に、進学
する中学校別にブロックに分け、学級も学
校も解体して生活・活動グループを編成し、
１週間の合宿生活を実施するのが妙高フレ

ンドスクールである。昼間は野外での学習活動、夜は室内で
グループ活動を展開する。この事業には青少年自然の家の専
門職員をはじめ、各校の担任と管理職、市教委の職員、さら
にはNPO、教員養成大学の学生スタッフが参画する、正に学
社融合の大事業でもある。グループとはいっても互いに初対
面の仲間どうし。児童には、「１．積極的に人と関わる力を伸
ばし、多くの友達をつくろう　２．家を離れても１週間やりぬ
く逞しさを養おう　３．自分のことは自分でやりぬこう」を十
分周知しておく。プログラムも最初に人間関係づくりのための
妙高アドベンチャーを位置づけ、相互のふれ合い活動を重視
する。翌日からは登山や自然散策など、協力が必要なハード
な内容を配置している。
　この事業を開始して以来、中学校に進んで不登校に陥る生
徒の数は激減してきている。事業開始時には、「子どもたちに
寂しい思いをさせて、どこが教育的というのか！」との保護者
の反発がかなりあった。そして、３年目、今は多くの保護者が、
児童の大きな変容を受け止めてくれている。２泊３日程度なら
耐えていれば家に帰れる。しかし、長期であるからこそ、自
らコミュニケーションをとって居場所づくりをせざるを得ない。
子どもたちは葛藤しながらも何とか立ち向かい、自らの変容
をメタ認知していくのである。帰宅して、新たにできた他校の
友人のことや、懸命に挑戦した活動のことなどを熱っぽく語る
児童の姿に、保護者も大きな成長を感じ取ってくれているよう
である。

全
国
で
初
め
て
の
「
妙
高
フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
」

を
感
じ
る
学
校
が
多
く
あ
っ
た
。実
行
委
員
会
は
、

そ
の
一
つ
一
つ
の
問
題
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
計

画
の
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
長
期
宿
泊
体
験

の
事
例
を
も
と
に
、
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
説
明

し
、
理
解
を
求
め
て
き
た
。

第
三
に
保
護
者
の
理
解
と
支
援
を
得
る
こ
と
で

あ
る
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
説
明
会
を
開
き
、
具

体
的
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
た
。

ま
た
、
フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
通
信
、
Ｈ
Ｐ
等
に
よ

る
情
報
発
信
も
随
時
行
っ
た
。

最
後
は
実
施
日
の
調
整
で
あ
る
。
各
学
校
の
行

事
と
の
関
わ
り
と
自
然
の
家
の
受
け
入
れ
状
況
を

考
慮
し
、
調
整
を
行
い
、
学
校
現
場
の
比
較
的
負

担
の
少
な
い
６
月
中
旬
〜
下
旬
、
８
月
下
旬
〜
９

月
上
旬
に
か
け
て
設
定
し
た
。

「
オ
モ
イ
」
を
「
カ
タ
チ
」
に

子
ど
も
た
ち
が
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
一

ブ
ロ
ッ
ク
）
を
10
ペ
ー
ジ
に
示
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
担
任
が
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
児
童
の
実
態
を
考

慮
し
、「
オ
モ
イ
」
を
「
カ
タ
チ
」
に
で
き
る
よ

う
に
構
成
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
自
然
の
家

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
実
態
や
ね
ら
い
に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
し
て
作

成
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
自
然
の
家
の
職
員
を
含
め
た
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
の
会
議
の
中
で
調
整
し
、
決
定
し
て
い
る
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、
授
業
時
数
確
保
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
教
育
課
程
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
実
施
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
教
科
と
の
関
連
を

図
っ
て
い
る
。

体
験
を
通
し
て

初
日
の
開
会
式
。
言
葉
が
け
に
不
安
そ
う
な
面

持
ち
の
子
ど
も
た
ち
。
同
じ
班
で
、
知
っ
て
い
る

顔
は
全
く
な
い
。
緊
張
し
て
い
る
表
情
が
見
え
隠

れ
す
る
。

は
じ
め
の
活
動
は
、
妙
高
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
。
人
間
関
係
づ
く
り
を
目
指
し
た
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

 「
今
日
は
初
め
て
班
の
み
ん
な
に
会
っ
て
す
ご

く
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
妙
高
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を

通
し
て
、
班
の
人
の
名
前
が
覚
え
ら
れ
て
よ
か
っ

た
。̶

略̶

　

明
日
は
男
子
と
仲
良
く
話
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
」
と
日
々
の
で
き
ご
と
を

想
い
の
ま
ま
綴
る
子
ど
も
た
ち
。
少
し
ず
つ
心
が

開
か
れ
て
い
く
。

 「
今
日
は
体
の
調
子
が
悪
く
て
元
気
が
な
か
っ

た
け
ど
、
み
ん
な
が
元
気
を
く
れ
ま
し
た
。̶

略̶

　

そ
ば
に
い
た
友
達
も
具
合
が
悪
か
っ
た
よ

う
だ
っ
た
け
ど
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
少
し
見

習
わ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」

活
動
を
経
る
ご
と
に
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に

変
化
が
見
ら
れ
る
。
仲
間
の
が
ん
ば
る
姿
に
感
動

し
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
子
ど
も
た
ち
。
意
見
の

ぶ
つ
か
り
合
い
の
中
か
ら
、
新
た
な
発
見
を
す
る

子
ど
も
た
ち
。
自
然
の
美
し
さ
、
雄
大
さ
に
素
直

に
感
動
す
る
子
ど
も
た
ち
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
体

験
活
動
が
、子
ど
も
た
ち
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
。

Ｉ
Ｋ
Ｒ
（
生
き
る
力
）
の
評
価
用
紙
の
集
計
結

果
に
も
、
そ
の
成
長
が
現
れ
て
い
る
。
特
に
「
心

理
的
社
会
的
能
力
」「
徳
育
的
能
力
」
の
変
容
が

著
し
か
っ
た
。

運
営
上
、
ま
だ
ま
だ
改
善
を
加
え
る
部
分
は

多
々
あ
る
。
し
か
し
、
大
き
く
成
長
す
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

み
な
さ
ん
の
目
で
、
そ
の
姿
を
実
感
し
て
ほ
し
い

と
強
く
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

生きる力を測定する「ＩＫＲ評価用紙（簡易版）」
　筑波大学の橘教授らが「生きる力」の変容を測定するために
開発したアンケート用紙です。「生きる力」を「心理的社会的能力」
「徳育的能力」「身体的能力」の三つの指標に分類し、更にそれ
らを14指標に分類し、指標ごとに２項目の質問を設け（例えば
「いやなことはいやとはっきり言える」「人の心の痛みがわかる」
など）、「とてもよくあてはまる（６点）」から「まったくあてはま
らない（１点）」の６段階評価で回答を求める評定用紙です。

150

130 122.1

（得点）

140.1

事前調査 事後調査

110

90

ＩＫＲ（生きる力）の評価用紙の集計結果



調
査
研
究
事
業
の
概
要

　

本
事
業
は
文
部
科
学
省
の
青
少
年
体
験
活
動
総

合
プ
ラ
ン「
子
ど
も
・
若
者
支
援
の
た
め
の
体
験
活

動
推
進
事
業
」
の
委
託
を
受
け
、
三
ヵ
年
計
画
の

一
年
目
と
し
て
実
施
し
た
。

　

研
究
の
ね
ら
い
は
観
察
を
通
し
て
幼
児
期
に
お

け
る
自
然
体
験
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
分
析
・
考
察

を
行
い
、
発
達
段
階
に
即
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
す
る
こ
と
。
幼
児
の
遊
び
を
通
し
て
、
自
然
の

家
に
お
け
る
教
育
的
資
源（
豊
か
な
自
然
環
境
・
活

動
エ
リ
ア
・
専
門
ス
タ
ッ
フ
等
）
の
有
効
性
を
検
証

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

自
然
環
境
と
幼
児
の
関
係
性
を
、
平
成
二
十
年

に
告
示
さ
れ
た
幼
稚
園
教
育
指
導
要
領
の
中
で
は

「
環
境
」
の
領
域
３
．
内
容
の
取
扱（
２
）「
幼
児

期
に
お
い
て
自
然
の
持
つ
意
味
は
大
き
く
、
自
然

の
大
き
さ
、
美
し
さ
、
不
思
議
さ
な
ど
に
直
接
ふ

れ
る
体
験
を
通
し
て
、
幼
児
の
心
が
安
ら
ぎ
、
豊

か
な
感
情
、
好
奇
心
、
思
考
力
、
表
現
力
の
基
礎

が
培
わ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
幼
児
が
自
然
と
の

か
か
わ
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
す

る
こ
と
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
、
自
然
の
家
の
教
育
資
源
を
生
か

し
近
隣
の
保
育
園
・
幼
稚
園
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
調
査
研
究
を
進
め

て
き
た
。
ま
た
事
業
の

質
を
高
め
る
た
め

に
、
事
業

運
営
会
議
を
設
置
し
専
門
的
視
点
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
い
て
い
る
。

　

今
年
度
九
月
〜
十
一
月
に
か
け
て
六
つ
の
保
育

園
・
幼
稚
園
の
観
察
を
行
っ
た
。
本
ペ
ー
ジ
上
記

の
写
真
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
は
瞳

を
輝
か
せ
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
た
。
子
ど
も

た
ち
が
自
然
の
中
で
表
情
や
動
き
が
刻
々
と
変
化

し
、
夢
中
に
な
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　

園
庭
で
は
見
ら
れ
な
い
木
の
実
を
扱
う
場
面
で
、

Ａ
君
は
指
で
潰
そ
う
と
し
た
が
潰
れ
ず
、
匂

い
を
嗅
ぎ
、
歯
で
か
じ
っ
て
中
身
を
確

か
め
た
。
一
方
Ｂ
さ
ん
は
木
の
棒

で
す
り
潰
し
中
身
を
確
か
め
た
。

「
先
生
何
こ
れ
！
」
と
聞
く
。

教
師
は「
紫
色
だ
け
ど
、

何
だ
ろ
う
ね
」
と
発
言
。

「
え
さ
だ
よ
」
と
Ａ
君

が
発
言
。
教
師
は「
そ
う

か
も
し
れ
な
い
ね
。
何
の

え
さ
か
な
。
後
で
調
べ
て

み
よ
う
か
」
と
発
言
。「
う
ん
！
」

と
Ａ
君
は
う
れ
し
そ
う
に
答
え
た
。
隣

の
Ｂ
さ
ん
も「
私
も
調
べ
る
」
と
発
言
し
、
大

切
に
木
の
実
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
。

幼
児
が
夢
中
に
な
る
！

幼
児
が
夢
中
に
な
る
！

〈
事
例
一
〉

  

新
た
な
発
見
が
興
味
関
心
を
高
め
る

幼
児
の
観
察
か
ら
見
え
た
こ
と
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な
ど
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
作
ら
れ
遊
び
が
発

展
し
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
に
、
想
い
の
ま
ま
に
自
然
物
を
使
い

表
現
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
楽
し
い
活
動

で
あ
り
、
思
考
力
や
表
現
力
の
素
地
が
育
ま
れ
る

姿
で
あ
る
。

　

観
察
を
進
め
て
い
く
と
、
自
然
の
家
に
は
、
幼

児
期
に
お
け
る
自
然
の
中
で
の
遊
び
を
促
進
す
る

教
育
資
源
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
子
ど

も
が
伸
び
伸
び
と
思
い
っ
き
り
遊
べ
る
豊
か
な
自

然
環
境
が
あ
る
。
子
ど
も
自
身
の
手
で
作
成
し
、

遊
べ
る
自
然
素
材（
木
の
実
や
樹
木
な
ど
）
が
豊
富

で
多
様
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
諸
感
覚
を
フ

ル
に
活
用
し
て
興
味
関
心
の
趣
く
ま
ま
に
夢
中
に

な
っ
て
関
わ
る
。
新
し
い
発
見
に
一
喜
一
憂
し
、
知

る
こ
と
・
触
れ
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
の
実
体
験
を

通
し
て
さ
ら
に
自
然
や
遊
び
に
つ
い
て
の
興
味
関
心

が
高
ま
っ
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
の
過
程
の
中
で
子
ど
も
を
尊
重
し
、
意

欲
を
引
き
出
す
よ
う
な
言
葉
か
け
を
行
い
、
主
体

的
に
遊
べ
る
環
境
作
り
を
総
合
的
に
し
て
い
く
の

が
援
助
者
の
役
割
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
教
育
資
源
を
生
か
し
、
よ
り
幼
児

に
ふ
さ
わ
し
い
自
然
体
験
活
動
の
学
び
の
場
を
確

立
し
て
い
く
の
が
自
然
の
家
の
重
要
な
役
割
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
る
。

（
事
業
担
当　

室
井　

修
一
）

　

こ
の
よ
う
に
新
し
い
発
見
か
ら
物
事
に
積
極
的

に
関
わ
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
木
の
実
の
中
を
自
分

な
り
の
方
法
で
確
か
め
、
自
分
の
物
と
し
て
最
後

ま
で
扱
っ
て
い
く
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
教
師
が
子

ど
も
の
活
動
を
認
め
、
さ
ら
に
活
動
を
広
げ
た
り

深
め
た
り
す
る
言
葉
か
け
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り

子
ど
も
た
ち
の
興
味
関
心
が
深
ま
り
持
続
す
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　

木
に
乗
っ
て
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
は「
こ
れ
、
海
賊
船

だ
よ
！
」
と
船
に
見
立
て
て
遊
ん
で
い
る
。
倒
木
を

集
め
、
船
の
先
端
に
枝
を
重
ね
加
工
し
な
が
ら「
俺
、

船
長
だ
！
」、「
出
発
す
る
ぞ
！
」「
こ
れ
は
剣
だ
！
」

　幼児期に自然に出合い触れることは、日頃バーチャルな情報社会にいるからこ
そ大切な経験であることは言うまでもない。しかし、妙高の豊かな自然にかこま
れながらも家庭や地域社会、園において自然とのかかわりが薄れてきているのが
現状である。
　自然物はいろいろな見立てができる。そしてそこからさまざまな感覚が引き出
され、いろいろな気付きを子どもたちにもたらす。この気付きこそが豊かな感性
を育てるものと思う。
　遊びの中で自然と一体になり、自然を生かして楽しむ体験を四季折々に繰り返
していくことが幼児期には必要である。ここ妙高青少年自然の家にはそんな豊か
な自然がいっぱいである。
　自然の家職員と連携を図りながら、「仲間と一緒に夢中になれる」そんな体験
を存分にさせたいものである。

幼児の遊びを引き出す
環境がここにある！

平成２２年度　調査研究事業

「幼児期にふさわしい自然体験活動プログラムの開発」

文部科学省受託事業（青少年総合プラン）

自然との出合いが育てる豊かな感性

〈
事
例
二
〉

  
遊
び
の
発
展
が
夢
中
に
さ
せ
る

園指導主事／宮田友子
妙高市教育委員会

国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
の

豊
か
な
教
育
資
源
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こ
の
事
業
は
、小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
て「
次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」

を
目
的
と
し
た
取
組
で
す
。
今
年
度
は
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
で
は
、「
妙
高
リ
ー
ダ
ー
５
つ
の
力
」
を
次
の
よ
う

な
力
と
と
ら
え
、
活
動
を
組
み
ま
し
た
。

「「
妙
高
リ
ー
ダ
ー
５
つ
の
力
」

妙
高
リ
ー
ダ
ー
５
つ
の
力
」
と
は
、

を
言
い
ま
す
。
参
加
者
が
、
そ
れ
ら
の
力
を
発
揮
す
る
場
面
は
す
べ
て
の
活
動
の
中

に
あ　

　

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
活
動　

　
　
　

に
よ
っ
て
特
に
引
き
出
さ
れ
る

力
や　

　

相
互
に
関
連
を
も
ち
先
行　

　
　
　
　
　

し
て
現
れ
る
力
、
他
の
力
が
前

提提
に　

　

あ
っ
て
発
揮
さ
れ
る
力
が
あ　

　
　
　
　
　

る
こ
と
も
、
昨
年
度
の
取
組

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
年
度
は
「
妙
高
リ
ー
ダ
ー
５
つ
の
力
」
を
効
果
的
に
引
き
出
す
た
め
に
、

ス
テ
ー
ジ
制
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
特
に
引
き
出
し
た
い
力
を
設

定　
　

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
左
ペ
ー
ジ
が
そ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム　
　

デ
ザ
イ
ン
で
す
。

国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
か
ら
始
ま
り
、

信
濃
川
源
流
の
甲
武
信
ヶ
岳
山
頂
の
登
山
、
一
人
で
川
沿
い
を
歩
く
ソ
ロ
ウ
ォ
ー
ク

や
グ
ル
ー
プ
で
計
画
を
立
て
活
動
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
川
に
親
し
み
、
ボ
ー
ト
の

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
仲
間
と
協
力
し
て
目
的
地
ま
で
向
か
う
Ｅ

ボ
ー
ト
（
救
助
用
ボ
ー
ト
）
、
参
加
者
だ
け
の
力
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
手
作
り
い
か

だ
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
参
加
者
は
新
し
い
自
分
を
発
見
し
成
長
し
て
い
き
ま
し

た
。
最
後
の
信
濃
川
河
口
で
は
、
自
分
た
ち
の
た
ど
っ
て
き
た
信
濃
川
を
ふ
り
か
え

り
、
仲
間
と
と
も
に
感
動
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

①
集
団
内
の
人
間
関
係
を
よ
り
円
滑
に
し
よ
う
と
す
る
力

②
困
難
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
力

③
自
ら
考
え
行
動
す
る
力

④
集
団
を
目
的
や
ね
ら
い
に
導
こ
う
と
す
る
力

⑤
創
造
力
を
働
か
せ
工
夫
し
て
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
力

日
本
一
の
信
濃
川
で

日
本
一
の
信
濃
川
で    

日
本
一
の
体
験
と
感
動
を

日
本
一
の
体
験
と
感
動
を

妙高ジュニアアドベンチャー２０１０

この

し
い

出
会
え
る
自分

新
夏

14泊15日
のチャレンジ

第
１
ス
テ
ー
ジ

7月25日 受付・開式 昼食

朝食

炊事

炊事

炊事

炊事

炊事

炊事

炊事

炊事 いかだ作り

炊事 手作りいかだによる川くだり

ラフティング

Eボートによる川くだり

Eボートによる川くだり

Eボートによる川くだり

Eボートによる川くだり

ラフティング 移動 炊事

炊事

朝食

朝食

朝食

朝食 バス移動 閉式アンケート
等

MTB：各グループの計画による（グループチャレンジ）

MTB：各グループの計画による（グループチャレンジ）

MTB：各グループの計画による（グループチャレンジ）

計画作り・洗濯

昼食

昼食

昼食

昼食

昼食

昼食

Eボートによる川くだり

Eボートによる川くだり

いかだ作り

手作りいかだによる川くだり

昼食

昼食

昼食

昼食

バス移動 炊事

炊事

炊事

炊事

夕食

夕食

夕食

計画作り

計画修正

計画修正

計画修正

計画修正

計画修正

計画修正

計画修正

炊事

河口へ

計画修正

夕食

振り返り 就寝

計画作り

計画作り

テント設営 炊事 計画作りサイクリングトレーニング サイクリング
トレーニング

夕食 自然の家 自然の家

自然の家
キャンプ場

川上村
梓山公民館

◯

自然の家

白木屋

◯

◯

川上村
梓山公民館白木屋 ◯

飯山（飯山館）旅館浴

千手の湯

真人の湯

湯わー
ハウス和

◯

◯

◯

川上村
樋沢公民館

アクアプラザ
上田（テント）

小千谷市川井
住民センター

旅館浴 三条
（會六旅館）

◯シャワー

◯シャワー

大畑少年
センター

大畑少年
センター

◯シャワー 大畑少年
センター

長岡（越路河川
公園テント）

十日町市
つまりっ子広場
（テント）

ヘルシー
パーク
かわかみ
アクア
プラザ
上田

マインドマップ学習アンケート アイス
ブレイク

トレッキング
（信濃川源流甲武信岳）

（梓山～樋沢）
リバートレッキング

電車
移動

テント
設営

テント設営

テント
設営

炊事

（梓山～樋沢）
リバートレッキング

トレッキング（信濃川源流甲武信岳）

アイス
ブレイク

計画作成
（マインドマップ）

6：00 7：00 8：00 9：00 10：00 11：00 12：00 13：00 14：00 15：00 16：00 17：00 18：00 19：00 20：00 21：00 入浴 洗濯 宿泊場所

7月26日

7月27日

7月28日

7月29日

7月30日

起　

床

朝
の
つ
ど
い・ラ
ジ
オ
体
操・健
康
観
察

7月31日

8月1日

8月2日

8月3日

8月4日

8月5日

8月6日

8月7日

8月8日

第
２
ス
テ
ー
ジ

第
３
ス
テ
ー
ジ

第
４
ス
テ
ー
ジ

第
５
ス
テ
ー
ジ

い
よ
い
よ
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
初
め
て
合

う
仲
間
た
ち
と
対
面
し
、
緊
張
し
な
が
ら
も
わ
く

わ
く
し
た
キ
ャ
ン
プ
の
始
ま
り
で
す
。　

ま
ず
は
、

本
格
的
な
活
動
に
入
る
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ

ン
プ
で
す
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
炊
事
や
テ
ン

ト
泊
、Ｍ
Ｔ
Ｂ
な
ど
様
々
な
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

特
に
「
①
集
団
内
の
人
間
関
係
を
よ
り
円
滑
に
し

よ
う
と
す
る
力
」
を
引
き
出
し
ま
す
。

活
動
場
所
は
国
立
妙
高
青

少
年
自
然
の
家
で
す
。
新
し

い
仲
間
と
出
会
い
、
こ
の

キ
ャ
ン
プ
に
必
要
な
様
々

な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

る
場
面
で
、
相
手
の
こ
と

を
理
解
し
な
が
ら
互
い

に
協
力
す
る
場
面
が
多

い
か
ら
で
す
。
テ
ン
ト

を
立
て
た
り
、
炊
事
を

し
た
り
す
る
活
動
で
は
、

必
然
的
に
会
話
が
生
ま

れ
、
互
い
に
人
間

関
係
を
保
ち
な

が
ら
行
動
し

よ
う
と
し
ま
す
。

活
動
場
所
は
全
長
３
６
７
ｋ
ｍ
、
日
本
一
長
い

川
「
信
濃
川
」
で
す
。
源
流
か
ら
河
口
ま
で
下
る

長
期
移
動
型
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま

し
た
。山
梨
県
、埼
玉
県
、長
野
県
の
３
県
の
県
境
、

第1
ステージ

7月
25日（日）～27日（火）

第2
ステージ

7月
28日（水）～29日（木）

の
取
の
取
の
取
の
取
の
取
の
取
の
取取取取取取
組組組組組組組組組組

めめめめめめめめめめめめめめめ
に
、
に
、
に
、
に
、
にに
、
にににににに
、、、、、

力力力力力力力
を
設
を
設
を
設
を
設
を
設
をををををををを
設
を
設
を
設
を
設
を
設

ロロロロロロロ
グ
ラ
グ
ラ
グ
ラ
グ
ラ
ググ
ラ
グ
ラ
グ
ラ
グ
ラ
グ
ラ
グ
ラ
グググググ
ラララ

ォォォォォォォ
ー
ク
ー
ク
ーーー
ク
ー
ク
ー
ク
ーー
ク
ーーー
ク
ーーーーー
ク
ー
クククク

ーーーーーーーー
ト
の
ト
の
ト
の
ト
の
ト
の
ト
の
ト
の
ト
の
ト
の
ト
の
トトト
の
ト
の
ト
の
ト
のののの

かかかかかかかかかかかかかか
う
Ｅ
う
Ｅ
う
Ｅ
う
Ｅ
うううう
Ｅ
う
Ｅ
う
Ｅ
ううう
Ｅ
う
Ｅ
ううう
Ｅ
う
Ｅ
う
ＥＥＥＥ

りりりりりりりりりりりり
い
か
い
か
い
か
い
か
い
か
い
か
い
か
い
か
い
か
い
か
い
か
い
か
い
か
い
か
い
か
い
かか

ききききききききききききき
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
まま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
ししし

りりりりりりりりりりりりり
か
え
か
え
か
え
か
え
か
え
か
え
か
え
か
え
か
え
か
え
かかか
え
か
えええ

活
動
場
所

少
年
自
然
の

い
仲
間
と

キ
ャ
ン
プ

な
ス
キ
ル

る
場
面
で

を
理
解
し

に
協
力
す

い
か
ら

を
立
て
た

し
た
り
す

必
然
的れ

、よ
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Program
D

esign

　昨年度の取組から、リーダー性の素地となる5つの力「妙高リーダー5つの力」の出現には、次のような特徴があることが明らか
になった。
　・「妙高リーダー5つの力」は、活動内容にかかわらず、すべての活動場面で発揮される。
　・「妙高リーダー5つの力」には、活動内容によって突出して現れ、伸長する力がある。
　・「妙高リーダー5つの力」は、相互に関連があり、先行して現れる力や他の力が前提にあって発揮される力がある。

　また、プログラム全体［第1ステージから第5ステージ］を通した「妙高リーダー５つの力」の出現タイミングとその度合いを
『「妙高リーダー５つの力」の出現モデル図』（下図）のようにまとめることができる。
　今年度は、「妙高リーダー５つの力」をより発展的に出現させることに重点を置き、以下のようにプログラムデザインを行った。

力の
高まり

「妙高リーダー5つの力」の出現モデル図

時間

①

②

③④
⑤

CAMP KEYWORD
スパイラル…同じ活動を繰り返し実施することにより、子どもが自ら見いだした

様々なスキルを次回に生かすことができる。また、スタッフが、その
ことをふまえたかかわり方（①スキルを身に付けさせる　②練習
させる　③任せる）で子どもと接することができる。

ステージ制…長期キャンプを5つに分け、それぞれを明確なねらいをもったス
テージとして実施する。活動場面や内容を変えることで、意欲の持
続と多様な野外活動の体験ができる。ステージが進むにつれ、子
どもの主体性や自主性が発揮できるようにスタッフのかかわり方
も工夫している。

・進んで仲間に
 声をかける
・仲間と肯定的な
 かかわりを
 心がけている
・自分の考えや
 気持ちを伝える

・□□するといいよ。
・次は、これをしよう。
・□□だと思うよ。

◆
伝
達
・

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

能
力

◆
他
者
理
解
・
尊
重

◆
ユ
ー
モ
ア
・
明
る
さ

・苦しくても甲武信ヶ岳の
 山頂を目指す
・ソロハイクを最後まで
 やり抜こうとする
・やり抜いた喜びを
 味わう

・持ち物、服装、日程は
　こうなっています。
・ここは危ないよ。
・困っていることは
　ありませんか。

◆
意
欲
・

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

◆
危
機
意
識

◆
自
己
責
任
感

・コース取りについて
　自分なりの考えをもつ
・休憩のタイミングに
 ついて意見を言う
・グループで
 決めたことに
 協力的に取り組む

・□□が約束だよ。
・グループで相談して
　決めよう。
・見守っているよ。

◆
自
主
・
自
立

◆
思
考
・
判
断

◆
省
察
・
ア
ク
シ
ョ
ン

・Eボートの操船に
 進んでかかわっている
・仲間に励ましの声を
　かけている
・気持ちを
 合わせることの
　大切さを感じる

・□□していたことが
　よかったんだね。
・□□の時は、どうしたら
　いいかな。
・それでやってごらん。

◆
統
率
力

◆
規
範
意
識

◆
目
的
意
識

・いかだ作りの
 アイディアを
 もっている
・アイディアを実際の
 製作に生かしている
・自分や仲間の
　がんばりを認める

・みんなで、
　やってごらん。
・まかせたよ。
・それでいいよ。

◆
創
造
力

◆
情
報
収
集

◆
企
画
・
調
整

指示的・指導的 支持的・支援的

アクティビティ

妙高5力

育成の
ポイント

期待される
子どもの姿

スタッフの
かかわり

評価の視点

「
妙
高
５
力
」を
見
取
る

具
体
的
な
視
点
・
評
価
方
法

参加観察・マインドマップ・振り返り作文・ＩＫＲ

①集団内の人間関係を
　より円滑にしようと
　する力

②困難に
　立ち向かおうとする力 ③自ら考え行動する力 ④集団を目的やねらいに

　導こうとする力
⑤創造力を働かせ
　工夫して課題を
　解決しようとする力

第1ステージ
スキルトレーニング
キャンプ・MTB
コミュニケーション

第2ステージ
源流探検　　   6km
甲武信ヶ岳登山　1km
ソロハイク　 10km

第3ステージ
コース選択式

長距離サイクリング
190km

第4ステージ
ラフティング　15km
Eボートによる          
川下り         110km

第5ステージ
手作りいかだによる川下り 7.5km
河口までチームハイク 1.5km

日本一の信濃川探検　源流から河口まで 367km

妙高ジュニアアドベンチャー2010　   ～この夏 出会える 新しい自分～

【妙高リーダー5つの力】
①集団内の人間関係をより円滑にしようとする力
②困難に立ち向かおうとする力
③自ら考え行動する力
④集団を目的やねらいに導こうとする力
⑤創造力を働かせ工夫して課題を解決しようとする力

トレーニングの目的が
明確であることから
互いの関係に
目を向けることが
できる

源流地点に
到達した後、
山頂を目指すかどうか
選択する

コースを
選択すること、
休憩時間や
ペース配分を
考えること

息を合わせて
ボートを漕ぐ
自然とかけ声や
気持ちが
そろうようになる

これまでの体験や
思いを生かして
いかだを手作りする
全て自分たちの力で
やり遂げる

スパイラルスパイラル

● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ●

プログラムデザイン
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標
高
２
４
７
５

ｍ
の
甲
武
信
ヶ
岳
の
山
頂

が
ス
タ
ー
ト
地
点
で
す
。
山
頂

に
落
ち
た
雨
水
が
山
に
染
み
込

み
、「
千
曲
川
・
信
濃
川
源
流
」

の
湧
き
水
と
な
っ
て
中
腹
に
湧

き
出
ま
す
。
そ
の
源
流
の
水
を

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詰
め
、
味
わ
い
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。
特
に
「
②
困
難

に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
力
」
を
引
き
出
し
ま

に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
力
」
を
引
き
出
し
ま

す
。
甲
武
信
ヶ
岳
山
頂
ま
で
の
登
山
や
千
曲
川

す
。
甲
武
信
ヶ
岳
山
頂
ま
で
の
登
山
や
千
曲
川

沿
い
約

沿
い
約
1515
ｋ
ｍ
の
ソ
ロ
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
肉
体
的

ｋ
ｍ
の
ソ
ロ
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
肉
体
的

に
も
精
神
的
に
も
困
難
な
状
況
の
中
で
、
そ
れ

に
も
精
神
的
に
も
困
難
な
状
況
の
中
で
、
そ
れ

に
打
ち
勝
つ
た
め
に
考
え
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

に
打
ち
勝
つ
た
め
に
考
え
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

ゴ
ー
ル
の
設
定
や
、
め
あ
て
の
確
認
を
す
る
こ

ゴ
ー
ル
の
設
定
や
、
め
あ
て
の
確
認
を
す
る
こ

と
で
足
の
痛
み
や
体
力
の
限
界
を
乗
り
越
え
る

と
で
足
の
痛
み
や
体
力
の
限
界
を
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
「
③
自
ら
考
え
行
動
す
る
力
」
を
引
き
出

特
に
「
③
自
ら
考
え
行
動
す
る
力
」
を
引
き
出

し
ま
す
。
千
曲
川
、
信
濃
川
沿
い
約
１
９
０
ｋ
ｍ

し
ま
す
。
千
曲
川
、
信
濃
川
沿
い
約
１
９
０
ｋ
ｍ

の
道
の
り
を
自
転
車
で
３
日
間
進
み
ま
す
。
こ
こ

の
道
の
り
を
自
転
車
で
３
日
間
進
み
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
地
図
を
頼
り
に
ど
の
道
を
ど
の
よ
う
に
進

で
は
、
地
図
を
頼
り
に
ど
の
道
を
ど
の
よ
う
に
進

む
か
を
自
分
た
ち
で
決
め
、
目
的
地
ま
で
向
か
い

む
か
を
自
分
た
ち
で
決
め
、
目
的
地
ま
で
向
か
い

ま
す
。
ペ
ー
ス
配
分
や
休
憩
の
取
り
方
を
考
え
な

ま
す
。
ペ
ー
ス
配
分
や
休
憩
の
取
り
方
を
考
え
な

い
と
目
的
地
に
到
着
で
き
な
い
状
況
で
、
ど
う
し

い
と
目
的
地
に
到
着
で
き
な
い
状
況
で
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
を
考
え
、
行
動
に
し
て
い
き
ま
す
。

た
ら
よ
い
か
を
考
え
、
行
動
に
し
て
い
き
ま
す
。

①
３
日
間
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
活
動
。
同
じ
活
動
を
日
々
改
善
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
活
動
に
し
て
い
く
。
１
日
目
は
約
60
ｋ
ｍ
を
移

動
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
時
間
配
分
が
う
ま
く
で
き
ず
、
日
も
落
ち
辺
り
が
暗
く
な
っ
た
た
め
、
自
転
車
を
降
り
て
暗
い
道

を
引
っ
張
っ
て
目
的
地
ま
で
到
着
し
ま
し
た
。
次
の
日
は
休
憩
時
間
の
取
り
方
を
考
え
行
動
し
ま
し
た
。
約
85
ｋ
ｍ
の
道
の

り
で
す
。
短
い
休
憩
と
長
い
休
憩
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
１
日
目
よ
り
も
早
く
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

予
定
到
着
時
刻
よ
り
も
遅
く
な
り
、
や
は
り
薄
暗
く
な
っ
て
か
ら
の
到
着
と
な
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
３
日
目
で
す
。
距
離
は

１
日
目
と
同
じ
約
60
ｋ
ｍ
。
参
加
者
は
、
休
憩
を
入
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
休
憩
の
取
り
方
を
工
夫
し
ま
し
た
。
そ
し
て
見
事
に

予
定
時
刻
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
さ
な
改
善
が
大
き
な
結
果
を
生
む
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

②
３
日
間
の
Ｅ
ボ
ー
ト
に
よ
る
川
下
り
。
困
難
度
が
日
々
上
が
っ
て
い
く
。
１
日
目
は
ス
タ
ッ
フ
も
一
緒
に
活
動
し
、必
要
に
よ
っ

て
は
指
示
を
出
し
ま
す
。
２
日
目
、
ス
タ
ッ
フ
は
で
き
る
だ
け
指
示
を
出
さ
ず
、
子
ど
も
た
ち
に
任
せ
て
活
動
を
し
ま
し
た
。

３
日
目
、
ス
タ
ッ
フ
は
、
安
全
面
だ
け
を
気
を
付
け
て
、
ほ
と
ん
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
任
せ
ま
す
。
Ｅ
ボ
ー
ト
を
ひ
た
す
ら
漕

ぐ
活
動
の
中
で
、
息
を
合
わ
せ
る
と
早
く
進
む
こ
と
や
声
を
出
す
と
一
体
感
が
増
し
、
う
ま
く
進
む
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

同
じ
活
動
で
も
条
件
が
変
化
す
る
こ
と
で
、
よ
り
参
加
者
の
主
体
性
が
引
き
出
さ
れ
ま
し
た
。

２
つ
の
ス
パ
イ
ラ
ル（
繰
り
返
し
の
連
鎖
）で
力
を
磨
く

【
活
動
の
繰
り
返
し
に
よ
り
、日
々
力
が
高
ま
る
よ
う
に
設
定
】

第3
ステージ

7月
30日（金）～1日（日）

標
高
２

標
高
２

ｍ
の
甲
武
信
ヶ
岳

ｍ
の
甲
武
信
ヶ
岳

が
ス
タ
ー
ト
地
点
で
す

が
ス
タ
ー
ト
地
点
で
す

に
落
ち
た
雨
水
が
山
に

に
落
ち
た
雨
水
が
山
に

み
、「
千
曲
川
・
信
濃
川

み
、「
千
曲
川
・
信
濃
川

の
湧
き
水
と
な
っ
て
中

の
湧
き
水
と
な
っ
て
中

き
出
ま
す
。
そ
の
源
流

き
出
ま
す
。
そ
の
源
流

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詰
め
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詰
め
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。
特
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。
特
に

8月

「
④
集
団
を
目
的
や
ね
ら
い
に
導
こ
う
と
す
る

力
」
を
引
き
出
し
ま
す
。
活
動
は
、
川
の
中
に
入

る
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
Ｅ
ボ
ー
ト
に
よ
る
川
下
り
で

す
。
長
期
の
キ
ャ
ン
プ
活
動
も
終
盤
を
迎
え
、
参

加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
思
い
や
願
い
を
再
確

認
し
、
そ
れ
に
向
け
て
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
願
い
の
す
れ
違

い
が
起
き
、
衝
突
し
、
け
ん
か
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
話
し
合
い
を

し
な
が
ら
参
加
者
は
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

第4
ステージ

8月
2日（月）～5日（木）
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活
動
中
、参
加
者
は
毎
日
ふ
り
か
え
り
を
行
い
、

自
己
を
見
つ
め
、
自
分
の
考
え
や
思
い
を
グ
ル
ー

プ
内
で
発
表
し
合
い
互
い
の
思
い
や
願
い
を
確
認

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
日
の
め
あ
て
を

決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
は
こ
の
15
日
間
の
初
め
は
積

極
的
に
関
わ
り
、
気
付
い
た
こ
と
や
考
え
て
ほ
し

い
こ
と
な
ど
を
伝
え
ま
す
。
し
か
し
日
が
進
む
に

つ
れ
て
参
加
者
に
任
せ
、
自
ら
考
え
行
動
で
き
る

よ
う
に
支
援
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
参
加
者
は
、
人
任
せ
で
は
な
く
、

自
ら
考
え
行
動
す
る
意
識
を
強
く
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
よ
り
困
難
な
場
面
を
設
定
す
る

こ
と
で
参
加
者
は
、
身
に
付
け
た
力
を
最
大
限
に

発
揮
し
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
仲
間
と
相
談
し
、
話
し
合
い
で
解
決
を
し

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
場
面
ご
と
に
一
人
一
人

が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
力
を
発
揮
し
、
課
題
を
解

決
す
る
姿
が
見

ら
れ
る
の
で
す
。

日
本
海
に
沈

む
夕
日
を
見
つ

め
な
が
ら
、
参
加

者
は
自
分
の
成

長
を
確
か
に
感

じ
取
っ
て
い
ま

し
た
。
15
日
間
の

体
験
は
一
生
の

思
い
出
に
な
る

だ
け
で
な
く
参

加
者
の
生
き
方

に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
た
と

思
い
ま
す
。

特
に
「
⑤
創
造
力
を
働
か
せ
工
夫
し
て
課
題
を

特
に
「
⑤
創
造
力
を
働
か
せ
工
夫
し
て
課
題
を

解
決
し
よ
う
と
す
る
力
」
を
引
き
出
し
ま
す
。
こ

解
決
し
よ
う
と
す
る
力
」
を
引
き
出
し
ま
す
。
こ

の
力
は
①
〜
④
の
力
が
土
台
に
な
っ
て
発
揮
さ
れ

の
力
は
①
〜
④
の
力
が
土
台
に
な
っ
て
発
揮
さ
れ

る
と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。
今
回
は
手
作
り
い
か

る
と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。
今
回
は
手
作
り
い
か

だ
を
作
る
と
き
と
、
そ
の
い
か
だ
で
川
を
下
る
と

だ
を
作
る
と
き
と
、
そ
の
い
か
だ
で
川
を
下
る
と

き
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
い
か
だ
を
作
る
際
そ
れ
ぞ

き
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
い
か
だ
を
作
る
際
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
や
願
い
を
い
か
だ
に
書
き
ま
し
た
。
そ

れ
の
思
い
や
願
い
を
い
か
だ
に
書
き
ま
し
た
。
そ

れ
を
書
く
こ
と
で
、
新
た
に
自
分
の
め
あ
て
や
グ

れ
を
書
く
こ
と
で
、
新
た
に
自
分
の
め
あ
て
や
グ

ル
ー
プ
の
め
あ
て
を
確
認
し
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

ル
ー
プ
の
め
あ
て
を
確
認
し
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
い
か
だ
で
出
発
し
た

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
い
か
だ
で
出
発
し
た

あ
と
み
ん
な
で
一
緒
に
ゴ
ー
ル
し
た
い
と
い
う
願

あ
と
み
ん
な
で
一
緒
に
ゴ
ー
ル
し
た
い
と
い
う
願

い
の
も
と
い
か
だ
を
つ
な
げ
た
り
、
互
い
に
励
ま

い
の
も
と
い
か
だ
を
つ
な
げ
た
り
、
互
い
に
励
ま

し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
し

し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
し

て
い
ま
し
た
。

て
い
ま
し
た
。

第5
ステージ

8月
6日（金）～8日（日）
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子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と  

　

自
然
体
験
を

さ
せ
た
い
!

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

そ
れ
は…

皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
こ
と
！

MYOKO
活動プログラム
体験会

　参加のみなさんからは、興味がある活動、やってみたい活動を選んで
参加が可能です。すべての活動はもちろん、１つの活動プログラムだけ
の参加もOKです。日帰り、宿泊も選べます。家族での参加も可能です。

１日または、１泊２日の中に妙高の

活動プログラムが時間によって組み

込まれています。　

ＭＹＯＫＯ活動プログラム体験会とは…

特 典

　「妙高青少年自然の家の利用を予定している」「利用を考えている」
「自然体験活動に興味がある」みなさん！「妙高の自然に親しむ会」
の家族会員のみなさんが気軽に妙高の活動プログラムを体験してい
ただけるように年４回ほど実施しています。

＊家族の参加の場合、妙高の自然に親しむ会の会員登録が必要となります。

実際のご利用の時に指導する活動プログラムを体験できます！

指導者の方に、活動に対する知識や安全管理、準備や後片付け
などを理解していただき、スキルアップをサポートします！

指導者の方が見通しをもてるよう、活動に対する疑問を解決
します！

体験を確実に深める方法や日常生活につなぐ方法を提案します！

然
体

せ
た活動プログラム然体体
せ
た
せ
た体験会

活動プログラム体験会
13:00～ 野外炊事

18:30～ キャンプファイヤー

19:30～ 星座観察・ナイトハイク

例

お
試
し
プ
ラ
ン
に
参
加
し
て

　

私
は
、
新
潟
市
内
で
「
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
Ｐ
＆
Ｔ
」
を
運
営
す
る
理
事
の
一
人
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
「
キ
ャ
ン
プ
が
し

た
い
」「
合
宿
が
し
た
い
」
と
言
わ
れ
て

も
、
私
自
身
が
キ
ャ
ン
プ
の
経
験
が
な
い

の
で
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
い

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
当
校
へ
「
お
試
し
プ
ラ
ン
」

を
含
む
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
の
利
用
案

内
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
ま
ず
は
、

自
身
で
体
験
を
…
と
思
い
、
我
が
子
と
友

人
の
子
ど
も
４
人
を
連
れ
て
、
５
月
の
お

試
し
プ
ラ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

妙
高
山
の
美
し
さ
、
森
の
存
在
感
に
圧

倒
さ
れ
つ
つ
も
、
子
ど
も
た
ち
の
は
し
ゃ

ぐ
様
子
に
、
私
も
自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま

し
た
。
参
加
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
し
っ
か
り
と
配
慮
さ
れ
て
い

て
感
心
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

新
潟
に
戻
り
、
と
に
か
く
良
か
っ
た
と

力
説
し
、
理
事
を
も
う
一
人
巻
き
込
ん
で

再
び
６
月
の
お
試
し
プ
ラ
ン
に
も
参
加
し

ま
し
た
。
二
人
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
、

こ
の
感
動
を
当
校
の
メ
ン
バ
ー
と
共
有
し

た
い
と
思
い
、
そ
の
場
で
９
月
に
当
校
の

合
宿
を
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
時
、
お
試
し
プ
ラ
ン
に
一
緒
に
参
加

し
て
い
た
上
越
教
育
大
学
の
学
生
の
皆
さ

ん
と
体
験
を
通
し
て
、
自
然
体
験
活
動
に

つ
い
て
語
り
合
う
機
会
が
あ
り
、
そ
の
こ

と
が
当
校
の
合
宿
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
に
結
び
付
く
こ
と
と
な
り
、
う
れ
し
さ

が
倍
増
し
ま
し
た
。

の声利用者
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高山由賀里

　冬季の活動プログラムも体験していただけ

ます。かまくら・雪灯ろうづくりやスノーシュー

ハイキングなど、雪の活動での楽しみ方や留

意点などを皆さんにお伝えしながら、雪の妙

高で、思う存分、雪に親しんでもらいます。

冬季のプログラム

こ
ん
な
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
で
き
ま
す
。

　野外炊事は、決められたメニューをグループ

で協力し、役割を分担しながら調理していく活

動です。妙高には、カレーライスを始めとした

17 種類のメニューがあります。

　また、びっくりランチやエコ野外炊事などの

課題解決型野外炊事も体験できます。

　キャンプファイヤーは、仲間同士の親睦を図る、キャンプへの動機付けと

するなど指導者の「おもい」や参加者の「ねがい」から作り上げていきます。

　ここでは、薪の組み方や後片付けの仕方、迎え火・送り火のつどいの紹

介、交歓のつどいでのレクの一部を体験していただきます。

野外炊事
（びっくりランチ）

キャンプファイヤー

　秘密基地づくりは、協力し合って作業する喜

び、完成時の達成感、冒険心など子どもにとっ

て魅力ある活動です。

　実際には、完成に５～６時間を要しますが、こ

こでは、ロープワークの講習を含め、小屋づくり

の一部を体験していただきます。

秘密基地づくり

　妙高アドベンチャープログラムは、心の教育

プログラムです。

　実際には、安全性や効果に照らして講習会を

受講された指導者でないと指導はできません。

　ここでは、子どもたちが自信、優しさ、強さな

どを高めてもらえるようなアクティビティを体

験していただき、妙高アドベンチャープログラ

ムのよさに触れ、子どもたちの指導の手助けと

なるきっかけをつかんでいただきます。

妙高アドベンチャー
プログラム

　星座観察やナイトハイキング、各種クラフト、源流探検などを体験できます！

　妙高の活動プログラムは、HPからもご覧いただけます。http://myoko.niye.go.jp/

　＊源流探検、スノーシューハイキングは、vol.4でも紹介しています。

みなさんからは、

お試しプランと呼ば
れ

親しまれています！

みなさんからは、

お試しプランと呼ば
れ

親しまれています！

他にも…

野外炊事

妙高アドベンチャー

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験

プログラム

キャンプファイヤー

他にも

冬季のプログラム

秘密基地づくり

（びっくりランチ）

　

９
月
の
合
宿
を
１
泊
２
日
で
実
施
す
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
が
、
私
自
身
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
づ
く
り
は
全
く
わ
か
ら
な
い
状
況

で
し
た
。
自
分
た
ち
の
体
験
を
頼
り
に
、

妙
高
青
少
年
自
然
の
家
の
職
員
の
方
と
打

合
せ
を
し
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
考
え
て
い

き
ま
し
た
。
よ
く
「
体
験
し
た
者
し
か
わ

か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
本
当
に

そ
の
通
り
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。
幸
い
、

私
た
ち
に
は
、
す
べ
て
の
活
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
お
い
て
、
経
験
豊
富
な
上
越
教
育
大

学
の
学
生
の
皆
さ
ん
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う

こ
と
で
、
思
い
描
い
た
通
り
の
２
日
間
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

合
宿
へ
向
け
て
の
準
備
を
進
め
る
う
ち

に
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
時
期
と
重
な

る
こ
と
か
ら
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
環

と
し
て
開
催
し
て
い
く
方
向
と
な
り
、
新

潟
県
内
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
３
校
「
葵
学

園
」「
Ｉ
・
Ｃ
Ａ
Ｎ
」「
Ｐ
＆
Ｔ
」
の
合
同
で
、

無
事
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

妙
高
青
少
年
自
然
の
家
の
お
か
げ
で
、

自
分
た
ち
の
思
い
描
い
て
い
た
以
上
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
五
感
を
フ
ル
活
動
さ
せ

て
自
然
を
感
じ
、
他
者
と
の
共
存
を
経
験

し
成
長
す
る
い
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｐ
＆
Ｔ

高
山
由
賀
里
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赤
井 

一
繁

Ｍ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
の
ひ
み
つ 石

黒
健
也

今
井
今
井  

沙
織
沙
織

岩
井　

洋

　

妙
高
自
然
の
家
は
、
入
口
か
ら
玄
関
ま
で
長
い
取
り

付
け
道
路
が
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
取
り
付
け
道
路

の
長
さ
は
何
メ
ー
ト
ル
で
し
ょ
う
？

①
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル　

②
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル

③
約
８
０
０
メ
ー
ト
ル

大
野
大
野  

隆
司
隆
司

　

自
然
の
家
は
、
雪
の
妙
高
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で

全
国
の
青
少
年
の
体
験
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
冬

は
、
ス
キ
ー
・
雪
上
活
動
な
ど
の
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験

で
き
ま
す
。
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
は
大
変
人
気
が
あ
り
ま
す
が
、

主
に
利
用
さ
れ
て
い
る
自
然
の
家
の
す
ぐ
上
に
あ
る
ス
キ
ー

場
の
名
前
は
何
で
し
ょ
う
？

①
妙
高
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー
ク　

②
妙
高
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

③
妙
高
ス
キ
ー
パ
ー
ク

風
間 

健
一

　

自
然
の
家
の
周
り
に
は
、

　

自
然
の
家
の
周
り
に
は
、

ク
マ
ザ
サ
が
た
く
さ
ん
生
え

ク
マ
ザ
サ
が
た
く
さ
ん
生
え

て
い
ま
す
が
、
ク
マ
ザ
サ
を

て
い
ま
す
が
、
ク
マ
ザ
サ
を

漢
字
で
書
く
と
ど
れ
で
し
ょ

漢
字
で
書
く
と
ど
れ
で
し
ょ

う
？
う
？

①
葉
の
ふ
ち
が
白
く

①
葉
の
ふ
ち
が
白
く  

く
ま
ど

く
ま
ど

ら
れ
て
い
る
か
ら
「
隈
笹
」

ら
れ
て
い
る
か
ら
「
隈
笹
」

②
熊
が
よ
く
食
べ
る
か
ら

②
熊
が
よ
く
食
べ
る
か
ら

「
熊
笹
」

「
熊
笹
」

②
熊
本
県
の
球
磨
（
く
ま
）

②
熊
本
県
の
球
磨
（
く
ま
）

地
域
に
た
く
さ
ん
生
え
て
い

地
域
に
た
く
さ
ん
生
え
て
い

る
か
ら
「
球
磨
笹
」

る
か
ら
「
球
磨
笹
」

妙
高
に
は
、
み
な
さ
ん
の
知
ら
な
い

ひ
み
つ
が
い
っ
ぱ
い
。

妙
高
青
少
年
自
然
の
家
で
の
生
活
や
施
設
、

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、

職
員
か
ら
ク
イ
ズ
形
式
で
出
題
し
ま
す
！

み
な
さ
ん
は
、
い
く
つ
、
わ
か
り
ま
す
か
？

ク
イ
ズ
の
答
え
は
、
妙
高
に
来
て
か
ら
お
楽
し
み
！

事
務
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

自
然
の
家
に
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
活
動
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
施
設
周
辺
に
あ
る
コ
ー
ス
を
辿
り
、

各
ポ
イ
ン
ト
に
設
置
さ
れ
た
看
板
を
見
つ
け
、
記
号
を
シ
ー

ト
に
記
入
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す
と
い
う
も
の
で
す
。

安
全
に
活
動
す
る
た
め
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
活
動
の

際
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
行
動
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

①
一
人
で
コ
ー
ス
を
回
る　

②
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
る

③
く
ま
す
ず
を
つ
け
る

　

自
然
の
中
で
た
く
さ
ん
遊
ん
で
汗
を
か
い
た
ら
、

入
り
た
い
の
は
”お
風
呂
“で
す
よ
ね
♪
自
然
の
家

に
は
大
浴
場
が
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
そ
の
名
前
の

組
み
合
わ
せ
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
？
（
ち

な
み
に
お
風
呂
の
時
間
は
17
：
20
〜
22
：
30
ま
で
で

す
よ
☆
）

①
妙
高
山
と
火
打
山　

②
お
り
ひ
め
と
ひ
こ
ぼ
し

③
ｍ
ｉ
ｍ
ｉ
ち
ゃ
ん
と
ｍ
ｉ
ｍ
ｉ
く
ん

川
口 

早
織

　

冬
の
森
の
中
は
、
動
物
の
足
跡
や
樹
木
の
冬
芽
な
ど
、
歩
い
て
い
る
だ
け
で
も

　

冬
の
森
の
中
は
、
動
物
の
足
跡
や
樹
木
の
冬
芽
な
ど
、
歩
い
て
い
る
だ
け
で
も

す
て
き
な
発
見
が
い
っ
ぱ
い
☆
さ
て
、
雪
深
い
冬
の
森
を
歩
く
の
に
欠
か
せ
な
い
、

す
て
き
な
発
見
が
い
っ
ぱ
い
☆
さ
て
、
雪
深
い
冬
の
森
を
歩
く
の
に
欠
か
せ
な
い
、

こ
の
道
具
は
い
っ
た
い
な
ん
で
し
ょ
う
？

こ
の
道
具
は
い
っ
た
い
な
ん
で
し
ょ
う
？

①
か
ん
じ
き　

②
長
靴　

③
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

①
か
ん
じ
き　

②
長
靴　

③
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

長
町 

一
郎

自
然
の
家
の
活
動
エ
リ
ア
の
面
積

は
、
東
京
ド
ー
ム
何
個
分
で
し
ょ
う
？

①
28
個
分　

②
８
個
分

③
１
０
８
個
分

　

色
々
な
種
類
の
樹
木
の
あ
る
自
然
の

　

色
々
な
種
類
の
樹
木
の
あ
る
自
然
の

家
で
す
が
、
み
な
さ
ん
を
お
出
迎
え
す

家
で
す
が
、
み
な
さ
ん
を
お
出
迎
え
す

る
よ
う
に
ロ
ー
タ
リ
ー
付
近
に
２
本
の

る
よ
う
に
ロ
ー
タ
リ
ー
付
近
に
２
本
の

白
い
樹
木
が
あ
り
ま
す
。
何
と
い
う
木

白
い
樹
木
が
あ
り
ま
す
。
何
と
い
う
木

で
し
ょ
う
？

で
し
ょ
う
？

河
野
河
野  

健
一
健
一

　

自
然
の
家
の
敷
地
内
は
、
国
立
公

園
内
の
た
め
直
に
火
を
た
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
時
は
鉄
板
を
敷
き
、

台
を
置
き
そ
の
上
で
火
を
燃
や
す
形

を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
問
題
で

す
。
自
然
の
家
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
で
き
る
場
所
は
い
く
つ
あ
る
で

し
ょ
う
？

①
７
つ　

②
８
つ　

③
９
つ

中
村 

由
佳

　

妙
高
自
然
の
家
は
、
冬
に
な
る
と
、

こ
ぐ
ま
広
場
に
積
雪
計
が
立
ち
ま
す
。

さ
て
こ
の
積
雪
計
は
、
何
メ
ー
ト
ル
ま

で
計
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
？

①
３
メ
ー
ト
ル

②
３
メ
ー
ト
ル
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

③
４
メ
ー
ト
ル



南
雲　

晋

南
雲　

晋

星
野
星
野  

雄
軌
雄
軌

望
月
望
月  

美
羽
美
羽

松
木
松
木  

光
永
光
永

水
澤　

哲

水
澤　

哲

脇
川
脇
川  

幸
治
幸
治

室
井
室
井  

修
一
修
一

　

今
年
は
妙
高
で
も
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目

撃
情
報
が
例
年
に
比
べ
て
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
ク
マ
の
好
物
で
も
あ
る
ナ
ラ
の
木

か
ら
で
き
る
木
の
実
は
何
で
し
ょ
う
？

①
ク
ル
ミ　

②
ド
ン
グ
リ　

③
と
ち
の
実
の
実

　

自

　

自
然
の
家
で
は
、
ソ
リ
コ
ー
ス
が
５
つ
あ
り

ま
す
。
新
し
く
で
き
た
そ
り
コ
ー
ス
は
ど
れ
で

し
ょ
う
？

①
カ
ラ
マ
ツ
コ
ー
ス　

②
し
ら
か
ば
コ
ー
ス

③
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
コ
ー
ス

　

自
然
の
家
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

は
、
Ｍ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
の
Ｍ
の
小
文
字

ｍ
を
ベ
ー
ス
に
三
山
を
あ
ら
わ
し
、

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
力
強

く
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
す
。
さ
て
問
題
で
す
！

こ
の
三
山
の
う
ち
、
左
か
ら
妙
高

山
、
火
打
山
と
な
ら
ぶ
も
う
ひ
と

つ
の
山
は
何
で
し
ょ
う
？

二
瓶
二
瓶  

昭
夫
昭
夫

　

自
然
の
家
事
務
室
に
お
い
て
、
ご
希
望
さ
れ
た
方
に
は
、

自
然
の
家
の
ス
テ
キ
な
絵
葉
書
を
無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

お
り
ま
す
。
さ
て
、
そ
の
絵
葉
書
の
種
類
は
何
種
類
あ
る
で

し
ょ
う
？

①
４
種
類　

②
10
種
類　

③
16
種
類

★
間
違
い
探
し
★

★
間
違
い
探
し
★

　

写
真
は
源
流
探
検
等
を
行
う
際
の
基

　

写
真
は
源
流
探
検
等
を
行
う
際
の
基

本
的
な
格
好
で
す
が
、
明
ら
か
な
間
違

本
的
な
格
好
で
す
が
、
明
ら
か
な
間
違

い
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
で
し
ょ
う
？

い
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
で
し
ょ
う
？

湯
浅
湯
浅  

昭
司
昭
司

自
然
の
家
に
は
、
様
々
な
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
も
っ
と
も
た
く
さ
ん
の
人
に
利
用
さ

れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
何
で
し
ょ
う
？

①
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー　

②
野
外
炊
事

③
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

野
村
し
の
ぶ

　

コ
ス
モ
ス
銀
河
棟
の
玄
関
ホ
ー
ル
に
あ
る
”モ
リ

ゾ
ー
“人
形
は
、
と
あ
る
機
能
を
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
な
ん
で
し
ょ
う
？

①
売
店　

②
監
視
カ
メ
ラ　

③
雪
冷
房

　

玄
関
ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
お
天
気
ガ
イ
ド
」
で
は
、

い
つ
の
天
気
を
予
報
し
て
い
る
で
し
ょ
う
？

①
約
８
〜
10
時
間
後
の
天
気　

②
約
12
〜
16
時
間
後
の
天
気

③
約
24
〜
28
時
間
後
の
天
気

　　

自
然
の
家
の
建
物
に
は
、
星
座
や
星
の
名

前
が
つ
い
て
い
ま
す
。
さ
て
、
次
の
中
で
実

際
に
な
い
名
前
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？ 

①
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ　

②
ア
ル
ビ
レ
オ

③
オ
リ
オ
ン

葉
山
葉
山  

憲
一
憲
一

　

自
然
の
家
は
、
妙
高
山
の
ふ
も
と
に

あ
り
ま
す
。
さ
て
、
標
高
何
メ
ー
ト
ル

の
と
こ
ろ
に
自
然
の
家
は
建
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
？

①
約
３
３
３
メ
ー
ト
ル

②
約
５
８
０
メ
ー
ト
ル

③
約
６
３
４
メ
ー
ト
ル

日
本
百
名
山
に
も
選
ば
れ
、
自
然
の
家
の
シ
ン

日
本
百
名
山
に
も
選
ば
れ
、
自
然
の
家
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
る
「
妙
高
山
」
の
標
高
は
何
メ
ー
ト

ボ
ル
で
も
あ
る
「
妙
高
山
」
の
標
高
は
何
メ
ー
ト

ル
で
し
ょ
う
？

ル
で
し
ょ
う
？

①
２
①
２
’’４
６
２
メ
ー
ト
ル

４
６
２
メ
ー
ト
ル

②
２
②
２
’’４
５
４
メ
ー
ト
ル

４
５
４
メ
ー
ト
ル

③
１
③
１
’’９
０
９
メ
ー
ト
ル

９
０
９
メ
ー
ト
ル
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国立妙高青少年自然の家は、豊かな自然で満ち溢れています。
自然の中に一歩踏み出すと、そこは子どもたちにとって驚き
と感動と学びの宝庫です。
四季折々に様々な動植物と出会い、多くの感動を得ることが
できます。
この感動は「本来その動植物が生育する環境の中で出会うか
らこそ」と言われています。そしてこのことは自然保護の意識
を育むうえで何よりも大切なことです。
しかし、自然が相手ですから、いつも自分の思うようにはな
りません。我々の森には熊もいますし、大スズメバチもいます。
自然との共生です。
自然の恵みとか神秘に触れてワクワク・ドキドキしたことは、
子どもたちの心に浸透します。そして心を経由した本物体験や
知識は生涯残る記憶に蓄積されていきます。
今、国立青少年教育施設の今後の在り方が議論される中で、
新たな視点に立っての目指すべき姿が報告されています。当施
設としては、子どもたちを自然の中に放ち、心豊かな人として
育てたいという、自然の家の基本理念を原点に、一人でも多く
の子どもたちに体験の機会が拡がるよう、またよき思い出の栞
となるよう取り組んでいきたいと考えています。
今回の「オープン・ザ・ドア」は私ども妙高の自然の家が開
所して 20周年という大変記念すべき年の発刊となりました。
地元地域の方々はもとより、関係各位のこれまでの絶大なる
ご支援に感謝申し上げます。

もっと、フィールドへ
もっと、自然の中へ

平成23年３月
独立行政法人国立青少年教育振興機構
国立妙高青少年自然の家　所長　長町　一郎



　国立妙高青少年自然の家では，平成 21 年度～ 22 年度に下記
の方々からご寄付をいただきました。（五十音順）
　なお，ご寄付をいただいた場合は、サービス棟玄関ホールや
ホームページにて報告しております。

(有)アイビーオート
家’Sハセガワ(株)
(有)内田紙店
(株)大谷ビジネス
大塚製薬（株）長岡出張所 
岡本石油
頸南バス(株)
(株)謙信堂 
高坂防災(株)
小山(株)新潟営業所
新星建機工業(株) 
新東産業(株)上越支店
(株)スワロースキー
(株)第一印刷所上越支店 
(株)高舘組
中部ペプシコーラ販売(株)上越支店

(株)桐朋
(有)永田印刷
国際自然環境アウトドア専門学校
(株)ニッコクトラスト東日本
(株)バーツプロダクション
(有)白星社
パナソニック(株)セミコンダクター社新井工場
(株)浜田材木店
早川 雅雄
ホシザキ北信越(株)上越営業所
(株)丸山酒造場
三国コカ・コーラボトリング(株)上越支店
妙高観光開発(株)妙高カントリークラブ
(株)横瀬オーディオ
(株)渡辺リネン

私たちは子どもたちの
自然体験活動を応援しています。
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一
の
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